
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

一
〇
六
　
（
四
〇
八
）

翻
　
訳

パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
一
Ｈ

　
　
墨
暑
易
一
９
Ｈ
多
一
巨
胃
軍
昌
｛
監
ｏ
声
ｏ
ｑ
量
亭
み
ダ

　
　
　
　
翻
訳
に
あ
た
っ
て

　
パ
ル
ヴ
ス
は
、
大
月
版
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
に
っ
げ
ら
れ
た
マ
ル
ク

ス
ー
ー
レ
ー
ニ
ソ
主
義
研
究
所
の
訳
注
に
よ
れ
ば
、
　
「
ア
・
エ
リ
・
ゲ
リ

フ
ア
ソ
ド
（
一
八
六
九
～
一
九
二
四
年
）
の
筆
名
。
杜
会
民
主
主
張
者
。

ド
イ
ツ
に
亡
命
、
一
八
九
〇
年
代
お
よ
び
一
九
〇
〇
年
代
の
初
め
に
ド

イ
ツ
杜
会
民
主
党
内
で
活
動
し
、
そ
の
左
翼
に
属
し
た
。
世
界
経
済
、

農
業
恐
慌
そ
の
他
の
諸
問
題
に
か
ん
す
る
多
く
の
労
作
が
あ
る
。
『
イ

ス
ク
ラ
』
と
『
ザ
リ
ャ
ー
』
の
寄
稿
者
。
ヶ
い
で
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
・

ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
の
否
定
の
意
味
に
曲
解
し
た
『
永
続
革

命
』
の
理
論
を
と
な
え
た
。
一
九
〇
五
年
の
革
命
の
と
き
に
。
は
ロ
シ
ア

に
か
え
り
、
革
命
の
失
敗
後
、
流
刑
地
か
ら
ふ
た
た
び
ド
イ
ツ
に
亡
命
。

老
ｇ
ｏ
Ｎ
ｏ
岸

　
　
　
大

　
　
　
鈴

］
Ｉ
ｏ
◎
り
伽
～
り
９

藪
　
輝

木
　
敏

雄
　
　
共
訳

正

第
一
次
帝
国
主
義
戦
争
の
と
き
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
直
接
の
手
先
。

主
著
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
（
一
八
九
八
年
）
」
（
大
月
版
『
レ
ー
ニ
ソ

全
集
』
第
四
巻
、
五
〇
六
ぺ
－
ジ
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ヴ
ス
の
伝

記
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
ゼ
ー
マ
ン
・
シ
ャ
ル
ラ
ウ
『
革
命
の

商
人
　
　
バ
ル
ヴ
ス
の
生
涯
』
（
蔵
田
雅
彦
・
門
倉
正
美
訳
、
風
媒
杜
、
一
九

七
一
年
）
が
あ
る
が
、
「
ド
イ
ツ
杜
会
民
主
党
左
翼
」
か
ら
「
ド
イ
ツ
帝

国
主
義
の
直
接
の
手
先
」
に
至
る
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
ら

か
で
た
い
部
分
が
多
い
。

　
バ
ル
ヴ
ス
の
名
前
は
、
何
よ
り
も
、
彼
が
「
ド
イ
ツ
杜
会
民
主
党
左

翼
」
時
代
に
書
い
た
連
続
論
文
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
（
『
ノ
イ
ユ

．
ツ
ァ
ィ
ト
』
一
八
九
五
年
～
九
六
年
、
　
回
シ
ァ
語
訳
書
一
八
九
八
年
）
と
、



そ
れ
に
対
す
る
レ
ー
ニ
ソ
の
書
評
に
ょ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
世
紀
末
農
業
恐
慌
に
対
す
る
パ
ル
ヴ
ス

の
見
解
は
、
恐
慌
が
「
世
界
資
本
主
義
の
全
般
的
発
展
と
は
無
関
係
に

考
察
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
杜
会
階
級
の
見
地
か
ら
は
考
察
」
さ
れ
て

い
な
い
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
的
議
論
と
は
あ
ざ
や
か
た
対
照
を
た
し
て
い

る
。
」
そ
し
て
、
「
農
業
恐
慌
の
究
極
の
基
本
的
な
原
因
は
、
も
っ
ぱ
ら

資
本
主
義
の
発
展
に
よ
っ
て
騰
貴
し
た
地
代
と
、
そ
れ
に
照
応
す
る
地

価
と
で
あ
る
」
と
い
う
パ
ル
ヴ
ス
の
結
論
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
「
現
代

の
農
業
恐
慌
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
地
主
は
以
前
の
よ
う
た
地
代
を

徴
収
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
と
「
大
体
に

お
い
て
一
致
す
る
」
（
大
月
版
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
四
巻
、
六
四
～
六
六
べ

ー
ジ
）
。
ま
た
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
農
業
理
論
を
擁
護
し
た

論
文
「
農
業
に
１
お
け
る
資
本
主
義
」
で
は
、
「
パ
ル
ヴ
ス
は
恐
慌
と
農

業
問
題
一
般
に
か
ん
す
る
根
本
的
た
見
解
で
、
ガ
ウ
ツ
キ
ー
と
同
意
見

で
あ
る
」
（
同
前
第
四
巻
、
一
七
二
ぺ
ー
ジ
）
と
し
て
い
る
。
た
お
、
講
義

要
綱
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
と
ロ
シ
ァ
の
農
業
問
題
に
た
い
す
る
マ
ル
ク
ス
主

義
の
見
解
」
の
ノ
ー
ト
で
は
、
「
今
目
の
農
業
恐
慌
」
の
説
明
の
他
に
、

商
業
的
農
業
発
展
の
前
提
と
し
て
の
「
工
業
的
発
展
」
、
「
地
代
は
穀
物

価
格
の
低
下
を
防
げ
る
」
と
い
う
地
代
の
意
義
、
　
「
大
経
営
の
優
越
」

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

の
説
明
の
と
こ
ろ
で
バ
ル
ヴ
ス
の
名
前
が
出
て
く
る
（
同
前
第
四
〇
巻
、

一
五
、
一
九
、
二
一
、
二
三
べ
ー
ジ
）
。

　
し
か
し
、
農
業
恐
慌
の
究
極
的
原
因
を
地
代
に
求
め
る
（
し
た
が
っ
て
、

農
業
恐
慌
解
消
の
唯
一
の
方
法
を
「
資
本
主
義
的
土
地
所
有
全
体
を
競
売
に
付
す

こ
と
」
だ
と
す
る
）
パ
ル
ヴ
ス
の
結
論
は
、
一
般
理
論
と
し
て
は
、
後
に

リ
ヤ
シ
チ
ェ
ソ
コ
に
よ
っ
て
、
本
質
的
に
は
地
代
論
の
具
体
化
に
他
な

ら
ず
「
農
業
恐
慌
の
生
産
的
諸
条
件
と
諸
要
素
と
を
閑
却
す
る
ぽ
か
り

で
な
く
、
資
本
主
義
的
恐
慌
の
一
般
理
論
と
農
業
恐
慌
と
の
関
連
を
顧

み
た
い
」
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
（
『
農
業
経
済
学
』
一
九
三
〇
年
モ
ス
ク

ワ
、
直
井
武
夫
訳
、
一
九
三
四
年
、
白
揚
杜
、
下
巻
三
〇
八
～
九
ぺ
ー
ジ
）
、
ま
た
、

ゴ
ル
デ
ィ
ェ
フ
に
よ
っ
て
、
パ
ル
ヴ
ス
自
身
の
「
農
業
恐
慌
は
、
徹
頭

徹
尾
世
界
市
場
的
発
展
の
産
物
で
あ
る
」
等
々
の
説
明
と
も
矛
盾
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
農
業
恐
慌
理
論
の
た
め
に
１
」
『
農
業
問
題
』
一

九
三
一
年
三
～
四
号
モ
ス
ク
ワ
、
農
業
問
題
研
究
会
訳
『
農
業
恐
慌
』
第
一
輯

一
九
三
二
年
、
叢
文
閣
、
三
八
～
三
九
ぺ
ー
ジ
）
。
た
お
、
ヘ
ス
は
、
農
業

恐
慌
に
お
げ
る
地
代
の
役
割
は
、
リ
ュ
ボ
シ
ヅ
ツ
や
パ
ル
ヴ
ス
の
言
う

よ
う
に
農
産
物
価
格
低
下
の
阻
害
に
あ
る
の
で
は
た
く
、
メ
ソ
デ
リ
ソ

ソ
の
言
う
ズ
う
に
低
下
し
た
価
格
へ
の
生
産
価
格
の
適
応
を
困
難
に
す

る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
（
勺
・
曽
易
。
。
、
Ｎ
冒
弓
ざ
ｏ
ま
宗
Ｈ
＞
。
・
轟
『
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
四
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

巨
げ
彗
。
一
穴
ｏ
と
冒
奉
胃
…
｛
内
艮
９
串
ｏ
｛
け
ト
。
～
・
。
Ｈ
８
０
ｏ
ｏ
．
Ｈ
お
～
ト
）
。

　
と
は
い
え
、
パ
ル
ヴ
ス
の
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
は
、
一
九
世

紀
末
農
業
恐
慌
を
世
界
資
本
主
義
の
発
展
と
の
関
連
で
体
系
的
に
と
り

扱
っ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
学
説
史
的
意
義
を
失
っ
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
論
文
は
、
数
あ
る
農
業
恐
慌
論
の
中
で
も
、

と
く
に
日
本
の
文
献
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
農
業
恐
慌
論
を
世
界
市
場
と
の
関
連
で
展
開
す
る
必
要
性
が
ま
す

ま
す
増
大
し
て
い
る
今
目
、
こ
こ
に
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
を
翻

訳
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
な
お
、
紙
幅
の
都
合
で
、
一
般
理
論
を
と
り
扱
っ
た
、
第
六
章
「
工

業
と
農
業
」
、
第
七
章
「
資
本
主
義
的
農
業
恐
慌
の
一
般
的
説
明
」
、
お

よ
び
第
八
章
「
工
業
生
産
物
市
場
と
穀
物
市
場
」
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
地
代
論
に
よ
り
な
が
ら
、
先
進

資
本
主
義
国
で
の
工
業
発
展
↓
非
農
業
人
口
し
た
が
っ
て
穀
物
市
場
需

要
の
増
大
↓
穀
物
価
格
上
昇
↓
地
代
・
地
価
・
借
地
料
の
増
大
と
そ
の

固
定
化
↓
後
進
国
か
ら
の
穀
物
輸
入
↓
先
進
国
に
お
げ
る
農
業
恐
慌
と

い
う
過
程
が
、
世
界
市
場
に
お
げ
る
各
国
の
相
互
作
用
、
そ
れ
ら
の
お

か
れ
て
い
る
地
位
と
条
件
に
よ
る
あ
ら
わ
れ
方
の
差
異
た
ど
も
含
め
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
〇
八
　
（
四
一
〇
）

　
　
目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
バ

三
、
世
界
市
場
に
お
げ
る
ド
イ
ツ
の
地
位

四
、
都
市
と
鉄
道

五
、
農
業
の
矛
盾
（
以
上
本
号
）

六
、
工
業
と
農
業
（
省
略
）

　
Ａ
、
工
業
の
発
展
が
穀
物
価
格
に
及
ぼ
す
影
響

　
Ｂ
、
工
業
の
発
展
が
地
代
・
借
地
料
お
よ
び
地
価
に
及
ぽ
す
影
響

七
、
資
本
主
義
的
農
業
恐
慌
の
一
般
的
説
明
（
省
略
）

　
Ａ
、
地
代
の
理
論

　
Ｂ
、
恐
　
　
　
慌

八
、
工
業
生
産
物
市
場
と
穀
物
市
場
（
省
略
）

九
、
ユ
ソ
カ
ー
の
幸
福
と
不
幸
（
以
下
次
号
）

十
、
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
の
競
争
、
経
済
不
況
、
　
「
農
業
の
困
難
」

は

じ
　
め

に

　
世
界
市
場
が
個
々
の
国
々
の
国
内
生
産
に
与
え
る
影
響
に
、
つ
い
て

は
、
す
で
に
言
い
古
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
影
響
は

ま
だ
非
常
に
わ
ず
か
し
か
究
明
さ
れ
て
い
た
い
。
こ
こ
で
の
通
常
の
理

岬

解
は
、
単
に
個
々
の
現
象
を
確
認
す
る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
。
人



は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
穀
作
が
穀
物
の
世
界
市
場
の
発
展
の
も
と
で
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
し
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
緬
羊
飼
養

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
羊
毛
輸
出
の
結
果
、
衰
退
し
て
い
る
こ
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
木
棉
工
業
の
状
態
が
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
東
イ
ソ
ド
の
木

棉
収
穫
の
如
何
に
よ
っ
て
基
本
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
々
を

知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
民
的
市
場
の
内
的
発

展
と
の
類
推
か
ら
も
直
ち
に
わ
か
る
顕
著
な
関
係
に
す
ぎ
な
い
。
世
界

市
場
は
、
こ
こ
で
は
単
に
拡
大
さ
れ
た
販
売
領
域
お
よ
び
生
産
分
野
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
資
本
主
義
的
た
特
質
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
な
わ
ち
、
特
殊
資
本
主
義
的
市
場
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
こ
こ

で
理
解
さ
れ
て
い
る
競
争
は
、
た
だ
交
通
手
段
の
発
展
だ
け
か
ら
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
資
本
主
義
的
世
界
生
産
（
ぎ
忌
”
麦
写
ぎ

オ
０
岸
肩
Ｏ
き
雲
８
）
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
も
明
ら
か
で

た
い
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
今
ま
で
の
理
解
と
は
別
の
諸
関
連
が
存
在
す
る
。

世
界
市
場
は
、
そ
の
諸
々
の
個
別
的
た
現
象
に
お
い
て
さ
え
も
、
全
体

と
し
て
把
握
さ
れ
る
時
に
の
み
、
す
た
わ
ち
、
き
わ
め
て
多
様
な
世
界

市
場
に
お
げ
る
諸
連
関
・
諸
結
合
そ
し
て
諸
関
係
　
　
こ
れ
ら
は
す
べ

て
資
本
主
義
的
生
産
の
あ
ら
わ
れ
に
す
ぎ
な
い
の
て
あ
る
が
　
　
に
お

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
．
鈴
木
）

い
て
、
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　
生
産
の
地
方
的
・
白
然
的
お
よ
び
技
術
的
限
界
を
経
済
的
に
克
服
し
、

こ
う
し
て
は
じ
め
て
、
一
つ
の
杜
会
的
生
産
を
大
規
模
に
創
造
す
る
の

は
、
資
本
主
義
の
偉
大
た
る
革
命
的
特
性
で
あ
る
。
こ
の
成
果
は
、
た

だ
、
杜
会
的
分
業
に
よ
っ
て
、
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
、
そ
し
て

商
品
生
産
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に

そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
貫
ぬ
き
、
規
定
し
て
い
る
の
だ
が
　
　
資

本
の
再
生
産
と
蓄
積
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
資
本
の
拡
大
再
生
産
、
す
な
わ
ち
、
生
産
過
程
を
た
え
ず
拡
大
さ
れ

た
規
模
で
更
新
す
る
必
要
性
が
、
販
売
領
域
と
生
産
分
野
を
持
続
的
に

拡
張
し
、
生
産
を
集
約
化
し
、
古
い
生
産
様
式
を
破
壊
す
る
か
資
本
主

義
的
に
改
造
し
、
最
も
遠
隔
の
国
々
を
資
本
の
生
産
領
域
に
引
き
入
れ

る
の
で
あ
る
。

　
国
民
的
生
産
は
互
い
に
結
び
つ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
結
果
、
そ
の
国

民
的
性
格
を
失
う
こ
と
に
た
る
。
国
際
’
義
（
Ｈ
旨
旨
註
Ｏ
昌
界
８
易
）
に

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
わ
っ
て
世
界
主
義
（
穴
◎
。
。
昌
Ｏ
ｂ
・
巨
げ
昌
易
）
が
あ
ら
わ
れ
る
。
国
民
的
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

産
は
そ
の
自
立
性
を
失
う
。
そ
れ
ら
は
、
ど
ん
な
国
の
中
に
も
と
じ
こ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

め
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に
世
界
市
場
そ
の
も
の
で
あ
る
一
つ
の
生
産
体
の
、

従
属
的
で
、
関
連
づ
げ
ら
れ
、
互
い
に
規
定
し
あ
う
諸
部
分
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
四
一
一
）
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こ
の
よ
う
た
方
向
で
の
発
展
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
国
民
的
生
産
の

運
命
は
、
国
民
的
観
点
か
ら
は
　
　
た
と
え
国
際
競
争
と
い
う
修
正
を

加
え
て
も
　
　
解
明
で
き
た
く
た
り
、
世
界
市
場
の
発
展
か
ら
導
き
出

す
こ
と
が
必
要
と
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
す
で
に
ま
た
、
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
経

済
現
象
を
一
つ
一
つ
ま
と
も
に
究
明
す
る
な
ら
ば
、
国
民
的
生
産
諸
関

連
の
結
節
点
と
し
て
の
世
界
市
場
に
１
た
ち
も
ど
る
必
要
が
あ
る
、
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
だ
か
ら
、
最
近
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
多

く
の
こ
と
は
、
わ
か
り
に
く
い
・
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
穀
物
価
格
の
下
落
は
ア
メ
リ
カ
産
穀
物
の
ヨ
ー

ロ
ヅ
バ
ヘ
の
大
量
の
流
入
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
そ
の
流
入
は
何
に
よ
っ
て
条
件
づ
げ

ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
正
常
た
流
入
と
過
度
な
流
入
と
の
限
界
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
と
質
問
す
る
だ
げ
で
十
分
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

世
界
市
場
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
資
本
主
義
的
生
産
の
大
規
模
た

普
遍
化
と
統
一
一
化
と
が
理
解
さ
れ
な
い
限
り
、
数
多
く
の
解
明
で
き
た

い
諸
関
連
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
た
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
穀
物
価
格
と

穀
物
の
流
入
と
の
こ
の
関
係
は
非
常
に
表
面
的
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

は
と
ん
ど
同
程
度
の
正
し
さ
で
も
っ
て
逆
の
こ
と
、
つ
ま
り
、
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
四
一
二
）

カ
の
大
量
の
輸
入
が
ヨ
」
ロ
ッ
バ
の
低
い
価
格
に
よ
っ
て
条
件
づ
げ
ら

れ
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
し
か
し
た
が
ら
、
と
り
わ
げ
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
バ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
の
性
格
が
穀
物
価
格
に
と
っ

て
疑
い
も
た
く
決
定
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
価

格
と
穀
物
市
場
の
動
き
は
在
お
多
く
の
他
の
事
情
に
。
依
存
し
て
い
る
こ

と
、
簡
潔
に
言
え
注
、
個
々
の
国
の
農
繋
生
産
の
発
展
は
資
本
主
義
的

世
界
生
産
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
把
握
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

　
生
産
は
世
界
生
産
と
な
る
。
個
々
の
国
々
の
経
済
状
態
は
、
ま
す
ま

す
各
国
の
政
治
権
力
の
領
域
外
に
あ
る
諸
関
連
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
国
家
の
政
策
は
世
界
市
場
に
左
右
さ
れ
る
も
の
と
た

る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
ま
す
ま
す
、
自
分
の
運
命
を
自
分
で
統
制

で
き
た
く
た
り
、
彼
の
国
家
の
政
治
の
方
向
を
把
握
す
る
た
め
に
は
世

界
市
場
の
状
態
を
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
今
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
、
特
に
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
現
在
の
経
済
的
お
よ

び
政
治
的
状
況
を
、
世
界
市
場
の
実
際
の
発
展
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
、

す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農

業
の
状
態
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
政
治
的
動
向
も
、
今
ま
で
は
注
目

さ
れ
な
か
っ
た
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
。



　
も
ち
ろ
ん
、
週
刊
誌
と
い
う
わ
く
内
で
、
こ
の
非
常
に
複
雑
な
諾
関

係
に
つ
い
て
、
完
全
か
つ
包
括
的
に
科
学
的
説
明
を
す
る
こ
と
は
問
題

に
な
り
得
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
般
的
た
諸
関
連
を
概
説
す
る
こ
と
で

満
足
し
よ
う
。ニ

　
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
口

ヅ

パ

　
ど
の
世
界
市
場
の
研
究
も
、
今
な
お
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
お
い
て
い

る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
市
場
取
引
が
、
依
然
と

し
て
量
的
に
は
と
び
ぬ
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
イ
ギ
リ

ス
は
、
そ
の
植
民
地
所
有
・
強
力
な
艦
隊
お
よ
び
巨
大
た
木
棉
工
業
の

お
か
げ
で
、
ア
ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
商
業
取
引
、
つ
ま
り
大
平

洋
諾
国
と
の
取
り
引
き
を
支
配
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
七
〇
年
代
の

始
め
に
は
な
お
太
西
洋
を
も
支
配
し
、
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
海
外

市
場
は
イ
ギ
リ
ス
の
権
力
下
に
あ
っ
た
。
現
在
は
も
は
や
そ
う
で
は
た

い
。　

世
界
市
場
の
発
展
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
意
義
は
さ
ら
に
重
要
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
新
興
の
国
民
的
工
業
の
ど
れ
も
が
、
と
り
わ
げ
イ

ギ
リ
ス
と
対
決
せ
ね
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
五
〇
年
代
の
お
そ
く
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
市
場
を
支
配
し
た
。

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
ｏ
（
大
藪
・
鈴
木
）

そ
の
唯
一
の
恐
る
べ
き
競
争
相
手
は
フ
ラ
ソ
ス
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
フ

ラ
ソ
ス
の
工
業
は
特
異
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ソ
ス
で
は
絹
糸

工
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ソ
ス
と
肩
を

並
べ
る
ほ
ど
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
、
フ
ラ
ソ
ス
は
当
時

す
で
に
独
特
の
工
業
を
も
っ
て
い
た
。
羊
毛
工
業
に
お
い
て
の
み
、
フ

ラ
ソ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
と
直
接
的
競
争
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ソ
ス

の
羊
毛
製
品
の
輸
出
は
イ
ギ
リ
ス
の
三
分
の
二
に
も
達
せ
ず
、
他
の
諾

国
は
フ
ラ
ソ
ス
よ
り
さ
ら
に
甚
し
く
た
ち
後
れ
て
い
た
の
で
、
大
ブ
リ

テ
ソ
の
輸
出
は
羊
毛
製
品
の
世
界
市
場
で
の
流
通
全
体
の
五
〇
か
ら
六

〇
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
．
木
棉
お
よ
び
機
械
工
業
に

お
い
て
は
、
と
り
た
て
て
挙
げ
る
に
ー
値
す
る
競
争
相
手
も
た
く
、
完
全

に
支
配
し
て
い
た
。

　
一
般
的
な
関
係
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
、

工
業
原
料
を
植
民
地
と
合
衆
国
か
ら
購
入
し
、
一
都
は
工
業
製
品
で
、

一
部
は
金
と
銀
で
支
払
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
さ
ら
に
合
衆
国
で
は
、
工

業
製
品
に
対
し
て
生
活
手
段
（
通
常
は
ほ
と
ん
ど
農
産
物
）
、
次
い
で
毛
皮

．
金
属
な
ど
の
半
製
品
と
交
換
し
た
。
か
く
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
大
き

な
世
界
の
工
場
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
他
の
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対

し
て
、
政
治
的
に
と
は
い
え
な
く
と
も
経
済
的
に
は
資
本
主
義
的
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
四
一
三
）
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地
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
　
　
そ
の
資
本
主
義
的
工
業
は
、
こ
の
世
界
に
は
じ
め
て

出
現
し
た
も
の
と
し
て
、
世
界
市
場
を
自
由
に
支
配
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
世
界
市
場
を
は
じ
め
て
生
み
だ
し
た
　
　
を
除
い
て
、
他
の
す

べ
て
の
諾
国
で
は
、
資
本
主
義
的
国
民
生
産
が
発
展
す
れ
ぱ
、
必
然
的

ヒ
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
反
抗
が
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
に
た
ら
ざ
る
を

え
た
か
っ
た
。
そ
の
際
に
保
護
関
税
が
ど
の
よ
う
た
役
割
を
果
し
た
か

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要

た
の
は
保
護
関
税
で
は
た
く
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
資
本
主
義
的
生
産
が
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
陸
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
問
に
生
み
出
さ
れ
た
生

産
上
の
諸
関
連
で
あ
る
。

　
新
し
く
出
現
し
た
ど
の
資
本
主
義
的
工
業
に
と
っ
て
も
、
第
一
〇
間

題
は
販
売
の
問
題
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
た
工
業
が
、
そ
れ
よ
り

た
ち
お
く
れ
て
い
る
生
産
様
式
が
支
配
的
な
諸
国
に
市
場
を
求
め
、
発

見
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
に
ま
た
、
そ

の
市
場
を
生
産
性
の
た
ち
お
く
れ
て
い
る
大
陸
お
よ
び
植
民
地
に
求
め

た
イ
ギ
リ
ス
エ
業
に
関
し
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
遅
れ
て
世
界
市
場
に
登
場
し
た
ヨ
ー
ロ
ヅ

パ
の
工
業
国
に
と
っ
て
は
、
事
実
は
ま
っ
た
く
異
っ
た
（
わ
れ
わ
れ
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
四
一
四
）

究
は
、
後
に
、
い
か
に
、
し
て
北
ア
メ
リ
カ
・
東
イ
ソ
ド
．
日
本
そ
し
て
部
分
的
に

は
ロ
シ
ァ
に
１
よ
っ
て
発
展
の
新
し
い
第
三
段
階
が
開
始
さ
れ
る
か
を
示
そ
う
）
。

海
外
植
民
地
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
エ
業
国
が
経
済
的
に
凌
駕
し
て
い
る
唯

一
の
国
々
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
エ
業
国
の
商
品
は
ど
こ
に
販
売
さ
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
？

　
ま
ず
第
一
に
国
内
市
場
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
自
身
は
そ
れ
を

当
該
の
手
工
業
お
よ
び
原
始
的
家
内
工
業
を
絶
減
た
い
し
駆
遂
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
自
ら
の
製
品
に
対
す
る
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
創
造
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
お
、
関
税
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
得
る
と
い
う
魅
力
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
た
が
ら
、
資
本
主

義
的
生
産
に
と
っ
て
は
国
民
的
市
場
だ
げ
で
は
十
分
で
た
い
。
だ
が
、

外
国
市
場
は
ま
さ
に
工
禁
国
、
な
か
ん
ず
く
イ
ギ
リ
ス
に
開
放
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
た
。
新
し
く
勃
興
し
て
く
る
国
民
的
工
業
に
と
っ
て
は
、
販
売
領
域

と
し
て
の
工
業
諸
国
の
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

た
と
え
ぱ
ド
イ
ソ
で
は
、
生
産
が
は
じ
め
て
大
規
模
に
発
展
し
た
時
期
、

す
た
わ
ち
、
七
〇
年
代
の
始
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
水
（
オ

ー
ス
ト
リ
ァ
に
お
げ
る
よ
う
に
）
減
少
せ
ず
に
増
大
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
工
業
は
、
み
ず
か
ら
が
発
展
し
得
る
た
め
に
、



さ
し
あ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
を
国
内
市
場
か
ら
駆
遂
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
げ
で
は
決
し
て
な
い
。

　
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
後
発
工
業
が
、
生
産
の
上
で
は
劣
っ
て
い

る
諸
国
に
お
い
て
　
　
こ
れ
ら
の
国
一
て
は
古
く
か
ら
の
土
着
の
工
業
自

体
が
販
路
を
見
い
出
し
て
い
た
と
い
う
の
に
　
　
先
進
工
業
と
競
争
で

き
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
？
　
こ
の
一
見
し
て
矛
盾
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
、
た
ち
お
く
れ
た
生
産
様
式
を
も
っ
国
々
は
、

す
で
に
。
述
べ
た
よ
う
に
、
海
外
領
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
領
域
と
の

貿
場
は
、
と
り
わ
げ
、
大
き
な
商
船
隊
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
商
船
隊
は
、
も
は
や
大
き
な
植
民
地
域
を
略
奪
す
る
こ
と
が
問
題
に

た
ら
な
い
と
す
れ
注
、
す
で
に
か
た
り
の
程
度
の
工
業
の
発
展
を
前
提

と
す
る
。

　
だ
が
、
重
要
た
こ
と
は
、
杜
会
的
た
生
産
様
式
が
た
ち
お
く
れ
て
い

る
ほ
ど
、
量
的
に
。
も
質
的
に
も
、
商
品
需
要
は
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
の
商
品
需
要
は
、
こ

れ
ら
の
国
々
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
工
業
因
の
若
干
の
特
殊
牛
産

物
（
卑
Ｏ
旨
葦
・
易
。
。
暑
註
岸
以
け
）
と
関
連
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
の
貿
場
の
重
点
は
輸
入
に
ー
あ
る
の
で
あ
っ
て
輸
出
に
・

　
　
　
　
バ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
．
鈴
木
）

あ
る
の
で
は
な
い
。
事
態
は
、
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
的
変
革
の
進
展
に

ょ
っ
て
は
じ
め
て
異
っ
た
も
の
と
た
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
古
い
資
本
主
義
諸
国
は
、
若
い
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
エ
業

と
幅
広
い
貿
日
勿
上
の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
販
売
領
域
と
し
て

は
、
若
い
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
工
業
に
最
も
近
く
位
置
し
て
い
た
。
実
際
、

国
外
か
ら
若
い
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
エ
業
の
母
国
に
競
争
を
い
ど
ん
で
き
た
の

は
、
多
く
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
フ
ラ
ソ
ス
の
資
本
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
ま
た
は
フ
ラ
ソ
ス
の
技
術
家
と
機
械
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
こ

れ
ら
の
諸
国
の
需
要
は
相
対
的
に
は
る
か
に
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
相

対
的
に
よ
り
専
門
化
が
進
み
、
ま
た
、
生
産
上
の
自
然
的
た
い
し
経
済

的
た
特
別
の
有
利
性
を
利
用
す
ゐ
よ
う
に
た
る
。
最
後
に
１
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
世
界
市
場
向
げ
の
生
産
が
発
達
Ｌ
た
結
果
、

自
国
の
農
産
物
需
要
（
ｇ
己
窃
げ
＆
良
）
の
た
め
の
生
産
が
相
対
的
に
た

ち
お
く
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
農
業
と
工
業
の

発
展
の
問
の
大
き
た
矛
盾
ぼ
か
り
で
た
く
、
都
分
的
に
は
そ
れ
と
関
連

す
る
の
だ
が
、
若
干
の
大
衆
的
必
需
品
お
よ
び
蕃
移
品
の
生
産
に
も
注

音
心
し
な
げ
れ
ぼ
淀
ら
な
い
。

　
こ
れ
が
世
界
市
場
の
諾
関
係
で
あ
り
、
そ
の
下
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
り
わ
げ
ド
ィ
ツ
の
工
業
が
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ド
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
四
一
五
）
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．
ツ
の
生
産
の
発
展
に
み
ら
れ
る
性
格
を
観
定
す
る
に
あ
た
っ
て
大
き
く

作
用
し
た
。
こ
の
こ
と
白
体
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
さ
ら
に
述
べ
よ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
一
般
的
な
説
明
を
裏
付
げ
る
た
め
に
は
、
次
の
事
実
を

示
せ
ば
十
分
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
八
九
三
年
に
は
各
国
の
総
輸
出
に
。
占
め
る
他
の
ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
向
げ
の
輸
出
の
割
合
は
、
ド
イ
ソ
で
は
七
六
パ
ー
セ
ソ
ト
、
フ

ラ
ソ
ス
で
は
七
四
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
っ
た
。

表－第

トソセーバ
４
９

〃８４

〃３４

〃１４

〃■

１４

７
５

～
７
１

１
８

８
０
～
７
６

１
８

８
５
～
８
１

１
８

９
０

～
８
５

１
８

９
４
～
９
０

１
８

出
し
て
い
る
一
方
で
、

四
分
の
三
を
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
販
売
し
て
い
る
。

場
の
動
向
を
み
る
と
、

相
対
的
に
は
次
第
に
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、

ス
商
品
の
流
入
増
大
に
伴
っ
て
お
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

　
　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
ブ
リ
テ
ソ
の
他
の
ヨ

　
ー
ロ
ヅ
パ
に
対
す
る
輸
出
は
、
同
様
に
総
輸
。

　
出
に
占
め
る
割
合
で
あ
ら
わ
せ
ぱ
、
次
の
よ

　
う
な
動
き
を
し
た
（
第
－
表
）
。

　
　
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
販
売
額
（
輸
出
額
…
・
－
訳

　
者
）
の
五
分
の
三
を
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
以
外
に
輸

逆
に
ド
イ
ソ
と
フ
ラ
ソ
ス
は
そ
の
商
品
輸
出
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
商
品
市

イ
ギ
リ
ス
は
他
の
諸
国
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も

　
ド
イ
ツ
の
工
業
の
最
初
の
躍
進
は
、
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
四
一
六
）

て
お
い
た
。
そ
れ
は
長
く
は
続
か
ず
、
一
八
七
三
年
の
恐
慌
は
、
と
り

わ
げ
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
大
規
模
た
対
決
で
あ
っ
た
。
七
〇
年
代

の
恐
慌
を
生
み
出
し
た
も
の
は
「
眩
惑
」
で
は
た
く
て
、
過
剰
生
産
で

あ
る
。
本
来
眩
惑
で
あ
っ
た
も
の
が
は
っ
き
り
眩
惑
だ
と
わ
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
別
の
も
の
が
、
過
剰
生
産
の
は
じ
ま
っ
た
時
に
眩
惑
と
た

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
過
剰
生
産
は
、
恐
慌
が
最
初
に
お
こ

っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
一
八
七
二
年
に
輸
出
が
約

一
七
パ
ー
セ
ソ
ト
、
す
な
わ
ち
六
分
の
一
以
上
も
減
退
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
予
告
ず
み
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
場
の
全
面
的
不
況
に
よ
っ
て
、
自
已
の
地
位
を

誰
が
放
棄
し
誰
が
確
保
す
る
か
と
い
う
間
題
が
お
こ
っ
た
と
い
う
限
り

表２第
ツ
イ
。
ト

二
８
１
５
１
Ｈ
２
４
２
７
３
８
４
４
　
１
↓
１
↓
１
１
－
一
１
１
１
１
↓

４
３
３
１
７
１
６
２
５
４
８
１
１
９
８
５
５
４
２
２
３
３
２
２
２
２
２

次
年

瓢
鷺
胴
鴛
瓢
１
１
１
１
１
１
１
１
１

で
、
七
〇
年
代
の
恐
慌
は

決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
。
そ
の
判
定
は
輸
出

統
計
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

　
百
万
ポ
ソ
ド
ス
タ
ー
リ

ソ
グ
単
位
で
、
輸
出
額
は

，
次
の
よ
う
で
あ
る
（
第
２

表
）
。



　
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
は
恐
慌
の
下
で
不
断
に
減
少
し
て
お
り
、
一
方
、

ド
イ
ソ
の
輸
出
は
　
　
恐
慌
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
　
不
断
に
増
大
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
は
そ
の
世
界
市
場
に
お
げ
る
地

位
を
獲
得
し
た
。

表３第

易貿のとスソラフ易貿のとツイド

出輸入輸出輸入輸
次年

８４１

８３１

０１１

８０２

３１２

０２２

７８１

６４１

７３１

００１

８１１

２３１

７
５

～
７
１

１
８

８
０
～
７
６

１
８

９
４
～
９
０

１
８

　
イ
ギ
リ
ス
の
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ソ
ス

に
対
す
る
貿
易
関
係
は
、
七
〇
年
代
以
来

ま
っ
た
く
か
わ
っ
た
。

　
百
万
ポ
ソ
ド
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
単
位
で
あ

ら
わ
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
第
３
表
）
。

　
両
国
と
の
貿
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

国
か
ら
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
輸
入
は
増
大
し
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
こ
れ
ら
の
国
へ
の
輸
出
は

減
少
し
た
。
今
や
、
イ
ギ
リ
ス
は
ド
イ
ツ

の
全
輸
出
の
二
〇
か
ら
二
五
パ
ｉ
セ
ソ
ト

ま
で
を
受
げ
入
れ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
、
中
で
も
第
一
に
イ
ギ
リ
ス
向
げ
の
生
産
を
す
る
工
業

は
、
販
売
領
域
が
植
民
地
で
あ
る
よ
う
な
工
業
と
は
別
の
性
格
を
も
っ

て
い
る
に
ち
が
い
た
い
。
ド
イ
ツ
エ
業
を
そ
の
特
性
に
従
っ
て
研
究
す

る
こ
と
は
、
こ
の
相
違
を
は
っ
き
り
示
す
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

三

　
　
“

世
界
市
場
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
地
位

　
わ
れ
わ
れ
は
、
「
ノ
ィ
ユ
・
ツ
ァ
ィ
ト
」
第
七
号
（
一
お
よ
び
二
…
訳

者
）
に
お
い
て
、
世
界
市
場
の
一
般
的
な
諸
関
連
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、

そ
の
世
界
市
場
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
く
れ
て
あ
ら
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ヅ

バ
の
国
民
的
工
業
（
そ
の
純
粋
型
は
ド
ィ
ツ
の
工
業
で
あ
る
が
）
の
発
展
が

な
し
と
げ
ら
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
大
陸
の
工
業
の
販
売

領
域
と
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
の
差
異
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
、
販
売
の

差
異
は
生
産
の
相
異
に
照
応
す
る
に
違
い
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
次
の
仕
事
は
こ
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
研
究
の
中
心
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
す
ぐ
に
目
に
っ
く
一
っ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
農
業
関
連

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

産
業
部
門
の
発
展
が
大
陸
に
対
し
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
輸
出
向
げ

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

経
営
と
し
て
の
酒
精
蒸
留
業
お
よ
び
甜
菜
糖
工
業
は
、
そ
の
中
心
地
を

ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
と
ロ
シ
ア
に
も
っ
て
い

る
。　

七
〇
年
代
の
始
め
に
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
プ

ロ
ィ
セ
ソ
に
と
っ
て
の
ジ
ャ
ガ
ィ
モ
火
酒
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の

鉄
お
よ
び
木
棉
製
品
と
同
じ
で
あ
り
、
世
界
市
場
に
お
い
て
ド
ィ
ツ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
四
一
七
）
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代
表
し
て
い
る
。
」
　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
来
、
事
態
は
激
し
く
変
化
し

た
。
ド
イ
ツ
の
火
酒
は
世
界
市
場
か
ら
ま
っ
た
く
駆
遂
さ
れ
て
し
ま
っ

て
（
一
八
八
四
年
に
は
三
二
六
〇
万
マ
ル
ク
が
輸
出
さ
れ
た
が
、
一
八
九
三
年

に
は
四
七
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
る
！
）
、
火
酒
に
１
か
わ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
甜
菜

糖
も
ま
た
、
す
で
に
著
し
く
追
い
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も
な

お
、
砂
糖
は
ド
イ
ツ
の
最
重
要
な
輸
出
品
目
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
価
額

に
し
て
約
２
億
マ
ル
ク
で
あ
る
が
、
総
輸
出
に
対
し
て
は
五
～
七
パ
ー

セ
ソ
ト
で
し
か
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
は
る
か
に
重
要
な
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
の
工
業
の
発
展
に
お
げ
る
砂
糖
工
業
と
酒
精
蒸
留
業
の
役
割
で

あ
る
。

　
酒
の
場
合
に
は
、
事
態
は
か
な
り
単
純
で
あ
っ
た
。
穀
物
を
輸
出
す

る
こ
と
が
有
利
で
あ
れ
ば
（
そ
れ
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
イ

ギ
リ
ス
の
工
業
の
発
展
が
要
求
し
た
）
、
穀
物
蒸
留
酒
を
輸
出
す
る
こ
と
も

ま
た
利
益
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
火
酒
は
な
お
さ
ら
そ

う
で
あ
る
。
砂
糖
工
業
の
発
展
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
一

般
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
的
優
位
に
対
す
る
た
た
か
い
が
ど
の
よ
う
に
、

進
展
し
た
か
と
い
う
典
型
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
（
原
料
）
庶
糖
を
輸
入
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
は
、
そ
れ
を
消
費
用
砂
糖
に
加
工
す
る
緒
糖
工
場
を
国
内
に
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
四
一
八
）

い
た
。
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
は
五
〇
年
代
ま
で
に
は
た
お
、
相
対
的
に

か
た
り
の
程
度
の
、
粗
糖
お
よ
び
精
製
糖
の
輸
出
を
し
て
い
た
。
甜
菜

糖
と
庶
糖
の
た
た
か
い
は
、
ま
ず
第
一
に
原
料
の
競
争
で
あ
り
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
フ
ラ
ソ
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
精
糖
工
場
が
優
位
を
保
っ
て
い

た
。
し
か
し
た
が
ら
、
甜
菜
糖
が
庶
糖
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
か
ら
駆
遂

す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
だ
げ
一
層
、
甜
菜
糖
生
産
者
相
互
の
競
争
が
増

大
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
同
時
に
二
つ
の
こ
と
が
生
じ
た
。
す
た
わ
ち
、

第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ソ
ス
の
精
糖
業
は
、
し
だ
い
に
ヨ
ー
．

ロ
ッ
パ
（
し
た
が
っ
て
ま
た
フ
ラ
ソ
ス
）
の
甜
菜
栽
培
に
従
属
す
る
よ
う
に

た
り
、
第
二
に
、
さ
レ
に
、
粗
糖
価
格
の
下
落
が
、
粗
糖
の
か
わ
り
に

精
製
糖
を
必
然
的
に
市
場
に
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
ま
っ
た
く

自
国
の
甜
菜
栽
培
に
さ
さ
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
精
糖
業
の
消
減
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
展
開
は
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
統
計
に
反
映
し
て
い

る
。
そ
の
動
き
は
非
常
に
観
則
正
し
か
っ
た
の
で
、
単
一
の
資
料
に
基

－
い
て
、
そ
の
異
な
る
諸
段
階
を
特
徴
づ
げ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
一
八
五

六
年
に
は
ま
だ
庶
糖
は
イ
ギ
リ
ス
の
総
砂
糖
輸
入
の
七
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト

で
あ
り
、
同
じ
時
に
精
製
糖
は
輸
入
の
わ
ず
か
二
・
三
三
パ
ー
セ
ソ
ト

で
あ
っ
た
。
一
八
六
五
年
に
は
す
で
に
庶
糖
と
原
料
甜
菜
糖
は
同
じ
割



合
だ
げ
輸
入
さ
れ
、
精
製
糖
は
輸
入
の
七
バ
ー
セ
ソ
ト
に
た
っ
た
。
一

八
七
〇
年
に
は
蕉
糖
は
総
輸
入
の
三
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト
足
ら
ず
に
下
が
り
、

精
製
糖
は
砂
糖
輸
入
の
約
二
一
パ
ー
セ
ソ
ト
に
な
っ
た
。
一
八
八
○
年

に
は
精
製
糖
が
輸
入
の
一
五
バ
ー
セ
ソ
ト
に
な
り
、
一
八
八
五
年
に
は

二
一
パ
ー
セ
ソ
ト
、
そ
し
て
一
八
九
四
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
砂
糖
輸
入

の
ほ
ぽ
半
分
に
た
っ
た
の
で
あ
る
！

　
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
他
国
の
工
業
に
と
っ
て
役
立
っ
原
料
を
輸

出
す
る
こ
と
か
ら
　
　
資
本
主
義
的
生
産
の
固
有
の
法
則
に
よ
っ
て

　
　
最
後
に
は
世
界
可
場
の
支
配
に
ま
で
到
達
す
る
国
民
的
工
業
が
発

展
し
た
。

　
個
々
の
国
で
砂
糖
工
業
及
び
火
酒
蒸
留
業
の
発
展
に
好
影
響
を
与
え

た
特
殊
事
情
（
火
酒
蒸
留
業
の
場
合
、
ブ
ロ
シ
ア
と
ロ
ツ
ァ
に
お
げ
る
農
民
解

放
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
当
時
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
明
ら
か
に
し
た
）
を

除
げ
ぱ
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
大
陸
の
諸
国
に
。
お
げ
る
工
業
の
発
展
に
と
っ
て

砂
糖
及
び
火
酒
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
た
い
と
い
う
こ
と
は
法
則
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
と
り
わ
げ
、
こ
れ
ら
の
生
産
部
門
が
直
接
的
に
農
業

と
結
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
し
か
し
、
そ
の
生
産
物
は
古

典
的
彬
態
で
の
大
衆
消
費
財
で
あ
り
、
国
内
自
体
に
ぺ
広
汎
な
販
売
領

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

域
が
あ
り
、
そ
し
て
ま
ず
な
に
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
財
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
実
際
に
も
、
フ
ラ
ソ
ス
・
ド
イ
ソ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

シ
ア
は
こ
の
発
展
を
遂
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
的
動
向
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
い
か
な
る
権

力
も
指
図
す
る
わ
げ
で
は
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
、
東
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の

ユ
ソ
カ
ー
に
と
っ
て
た
ぶ
ん
最
も
有
利
で
あ
る
、
ま
さ
に
そ
の
時
で
も
、

停
止
す
る
よ
う
命
令
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
っ

そ
う
進
展
し
、
新
し
い
関
係
を
っ
く
り
あ
げ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
関
係
に
は
、
ま
だ
こ
こ
当
分
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、
こ
こ
数
年

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
う
ち
に
、
ド
イ
ツ
の
火
酒
製
造
業
が
国
内
市
場
に
お
い
て
隈
界
づ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
れ
ぱ
、
生
産
さ
れ
た
砂
糖
の
五
〇
か
ら
六
〇

パ
ー
セ
ソ
ト
も
輸
入
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
非
常
に
大
き
な
部
分
が
イ
ギ

リ
ス
に
売
ら
れ
る
よ
う
に
た
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
の
発
展
が
ド
イ
ツ
の
農
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
か

は
別
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
の
構
成
の
全
体
的

た
比
較
を
試
み
よ
う
。
最
初
に
、
次
の
、
一
八
八
二
年
の
ド
イ
ツ
の
職

業
統
計
と
一
八
八
一
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
に
よ
っ
て
総
括
し
た
表

が
研
究
の
役
に
立
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
四
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
次
に
あ
げ
た
指
標
に
ょ
る
職
業
グ
ル
ｉ
プ
の
従
業
者
一
、
○
○
○
人
．

小
弘
か
、
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
の
は

次
の
よ
う
で
あ
る
（
第
４
表
）
。

表４
．
第

お
ズ
ド
ル
ソ
一
ラ
ェ
グ
ウ
ソ
び

ぽ
ツイド

８
５

２
６

７
４

６
４

８８１

６
８

ｕ
７
２

４
５

３３１

業
塩
　
　
　
業

製
　
　
　
造

，
業
業
製
業

業
工
　
　
等

錬
加
　
　
具
産

製
属
鉄
器

，
金
　
　
・
維

業
鉄
　
械

鉱
非
製
機
繊

１
０

２
４

４
２

５
４

３
３

１
４

３
５

８
２

４０１

３
１

　
　
業
業

　
　
工
工

　
　
加
加

　
　
料
品

　
業
材
需

　
革
刻
必
業

業
皮
彫
活
窯

　
び
び
生
び

工
よ
よ
び
よ

　
お
お
よ
お

学
業
業
お
業

　
紙
材
料
材

化
製
製
食
石

『

０５１

４０２

１
５

３

２
６

８４１

８０２

１
０

４

１
５

　
業
業
生
業
匠
他

　
衛
　
び
設
よ
刷
　
　
の

　
お
　
服
建
被
印
工
そ

皿

８９９０００１計合

　
こ
の
表
は
は
っ
き
り
と
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

１
、
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
帝
国
を
凌
駕
し
て
い
る
工
業
部
門
。
１
、
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
四
二
〇
）

イ
ツ
の
側
が
優
勢
で
あ
る
工
業
部
門
。
皿
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
が
同

程
度
の
都
門
。
こ
の
三
分
割
は
資
本
主
義
的
工
業
の
重
要
な
一
般
的
分

類
に
照
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
わ
れ
わ
れ
が
皿
に
入
れ
た
工
業
部
門
は
、
都
市
の
発
達
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。
建
設
業
の
場
合
は
明
白
で
あ
る
。
衛
生
業
（
浴
場
施
設
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

洗
濯
業
た
ど
）
も
純
粋
に
都
市
的
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
国
内
市
場
向
げ
の

生
産
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
、
被
服
産
業
も
同
様
に
、
そ
の
発
展
は
大

量
の
人
口
集
中
お
よ
び
洗
練
さ
れ
た
都
市
の
生
産
需
要
の
お
か
げ
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
産
業
は
、
常
に
、
主
と
し
て
国
内
消
費
に
依
存
し
て

い
る
が
、
そ
の
生
産
物
は
輸
出
能
力
も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
後
で
説

明
す
る
第
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
っ
な
が
り
を
も
っ
。

　
第
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
機
械
お
よ
び
繊
維
産
業
、
さ
ら
に
そ
の
同
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
部
門
を
含
む
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
生
産
的
需
要
と
植
民
地
市

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

場
向
げ
の
生
産
で
あ
る
。
こ
の
生
産
的
需
要
に
は
、
非
常
に
拡
張
さ
れ

た
、
被
服
産
業
の
基
礎
を
た
す
繊
維
原
料
に
対
す
る
需
要
も
数
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ギ

リ
ス
が
大
き
た
優
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
表
で
は
、

と
く
に
繊
維
産
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
相
異
は
非
常
に
不
完
全
に
し
か

み
ら
れ
た
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
は
就
業
者
数
が
あ
げ
ら
れ
て
い



る
だ
げ
で
あ
っ
て
、
大
経
営
と
小
経
営
の
区
別
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
手
工
業
と
家
内
工
業
が
ま
だ
非
常
に
重
要
な
位
置
を
し
め

て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
に
有
利
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

表５第

ト

ト

ソ

ソ

ソテ

セ
〃
〃
〃
〃
〃

セ

－

－

リブ

ｏ
、
ノ

ｏ
、
！

０
０
０
３
０
７

Ｏ

大

Ｌ
８
・
３
．
４
・
２
１

５
　
ｎ
ｚ
　
１
■

０
０

１

ト

ト

ソ

ソ

ツ

セ
〃
〃
〃
〃
〃

セ

－

－

イ

ｏ
、
ノ

ｏ
、
ノ

。
ト

０
０
０
０
０
０

Ｏ

０
・
４
一
８
・
２
．
１
５

３
２
１
１
１

Ｏ
Ｏ

１

業

　
　
工
業
業
加
業
業
業

工
工
淋
工
工
工
　
　
よ
　
加
ス

棉
毛
紬
糸
下
一
木
羊
亜
絹
靴
レ

　
し
か
し
、
こ
の
繊
維
産
業
と

い
う
大
き
た
職
業
グ
ル
ー
プ
を
、

再
び
そ
の
内
部
構
成
に
ょ
っ
て

み
れ
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ

に
は
差
が
あ
る
。

　
就
業
者
比
率
は
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
（
第
５
表
）
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
繊
維
産

業
は
木
棉
工
業
と
羊
毛
工
業
に

集
中
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
で

は
非
常
に
均
等
な
配
分
が
た
さ

れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
げ
る

絹
糸
工
業
・
靴
下
加
工
業
お
よ

び
レ
ー
ス
エ
業
の
相
対
的
に
高
い
地
位
が
め
だ
つ
。
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ま
ず
は
じ
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
需
要
が
計
算
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
工
業

　
　
　
　
バ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
．
鈴
木
）

部
門
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
前
に
明
ら
か
に
し

た
特
殊
生
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
木
棉
お
よ
び
羊
毛
工
業
を
と
り
だ
し
て
み
れ
ぱ
、
ド
イ
ツ
で
は
機
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
急
速
に
出
現
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス

小
線
恥
輸
吐
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
が
い
か

に
競
争
相
手
を
育
成
し
た
か
と
い
う
一
つ
の
事
例
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
繊
維
産
業
に
注
目
し
て
み
れ
ぼ
、
ド
イ
ツ
で
は
非
常
に
零

細
で
あ
る
が
、
繊
維
産
業
が
こ
こ
で
は
相
対
的
に
高
い
地
位
を
占
め
て

い
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
般
的
性
格
と
は
対
照
的
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
個
人
的
消
費
品
目
の
生
産
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　
第
ー
グ
ル
ー
プ
に
－
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
鉱
業
（
石
炭
！
）
は
第
皿

グ
ル
ー
プ
と
、
製
鉄
業
は
第
ー
グ
ル
ー
プ
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
エ
業
の
特
性
を
示
す
第
ー
グ
ル
ー
プ
は
雑
多
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
食
糧
お
よ
び
生
活
必
需
品
が
主
要
た
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ

れ
は
主
に
国
内
需
要
向
け
の
生
産
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

も
、
わ
れ
わ
れ
が
は
じ
め
に
述
べ
た
酒
精
蒸
留
業
お
よ
び
砂
糖
工
業
と

い
う
輸
出
産
業
が
あ
る
。
石
材
業
お
よ
び
窯
業
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と

第
皿
グ
ル
ー
プ
を
結
び
っ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
、
重
要
な
輸
出
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
四
二
一
）
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産
部
門
で
あ
る
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ガ
ラ
ス
加
工
業
（
鏡
）
、
そ
し
て
陶
磁
器

製
造
業
を
含
む
。
こ
の
多
彩
な
グ
ル
ー
プ
の
一
般
的
た
性
格
は
、
生
活

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

需
要
品
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
エ
業
の
補
完
物
質
（
染
・
顔
料
）
の
製
造
業

で
あ
る
。
第
ー
グ
ル
ー
プ
が
資
本
主
義
の
生
産
的
需
要
向
げ
の
生
産
と

し
て
特
徴
づ
げ
ら
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
第
皿
グ
ル
ー
プ
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の

都
市
生
活
需
要
向
け
の
生
産
と
し
て
特
徴
づ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
見
し
て
偶
然
的
に
み
え
る
ド
イ
ツ
エ
業
の
こ
の
よ
う

な
構
成
は
、
実
際
に
は
世
界
市
場
の
発
展
の
中
で
の
ド
イ
ツ
の
地
位
に

よ
っ
て
条
件
づ
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
地

杜
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
前
章
で
そ
の
特
徴
づ
け
を
し
た
◎

　
次
に
、
販
売
領
域
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
工
業
の
性
格
は
、
も
ち
ろ

ん
、
輸
出
の
量
的
構
成
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
う
ち
で
繊
維
製
品
は
四
四
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る

の
に
対
し
、
ド
ィ
ッ
の
そ
れ
は
た
っ
た
二
一
パ
ー
セ
ソ
ト
に
す
ぎ
な
い
・

木
棉
製
品
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
輸
出
の
三
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
で
、
ド
イ
ツ
で

は
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
木
棉
製
品
の
輸
出
額
は
（
単
に

輸
出
〔
入
？
、
訳
者
〕
超
過
と
い
う
だ
け
で
な
く
）
、
そ
の
原
料
木
棉
の
輸

入
額
よ
り
ま
だ
か
た
り
少
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
生
産
部
門
の
販
売
が

ま
だ
き
わ
め
て
国
内
的
で
あ
る
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
四
二
二
）

リ
ス
で
は
輸
出
さ
れ
た
木
棉
製
品
は
輸
入
さ
れ
た
木
棉
の
二
倍
の
額
で

あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ヅ
は
、
靴
下
・
レ
ー
ス
編
み
、
お
よ
び
刺
し
珍

う
製
品
．
陶
磁
器
で
は
、
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
非
常
に
め
ざ
ま
し

い
輸
出
を
し
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
繊
維
工
業
の
輸
出
が
相
対
的
に
少
な

い
こ
と
は
、
第
皿
グ
ル
ー
プ
の
分
野
の
輸
出
に
よ
っ
て
十
分
に
う
め
あ

わ
せ
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
く
わ
し
く
論
議
す
る
必
要
は
次
い
。

ド
イ
ツ
に
と
っ
て
の
第
皿
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
第
ー

グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
あ
り
、
世
界
市
場
に
お
げ
る
ド
ィ
ツ
を
「
代
表
す

る
」
。

　
今
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ド
ィ
ツ
の
事
例
に
よ
り
、
世
界
市
場
の
中
に

お
げ
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
大
陸
の
工
業
の
地
位
の
特
徴
を
問
題
に
－
し
て
き
た

（
後
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
特
徴
と
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
農
業
の
発
展
が
い
か
に
関
連
し

て
い
る
か
を
み
る
だ
ろ
う
）
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
　
ド
ィ
ツ
と
そ
れ
ぞ
れ
の

諸
国
と
の
貿
易
関
係
に
は
い
ろ
い
ろ
た
あ
り
方
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い

こ
と
は
明
白
な
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
あ
り
方
の
相
異
は
、
わ
れ

わ
れ
が
代
表
と
し
て
選
ぶ
三
っ
の
型
に
総
括
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
ド

イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
と
合
衆
国

の
貿
易
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
世
界
市
場
に
お
げ
る
ド
ィ



ツ
の
地
位
を
完
全
に
描
き
出
す
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
外
国
貿
易
に
関
す

　
、
　
　
　
、

る
年
報
が
、
こ
の
際
に
き
わ
め
て
お
あ
つ
ら
え
む
き
の
材
料
を
提
供
し

て
く
れ
る
。

　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
大
ブ
リ
テ
ソ
と
ド
イ
ツ
の
貿
易
。
こ
の
場
合
は
、
基
本
的
に
は
、
一

八
九
三
年
に
統
計
局
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
一
般
的
特
徴
づ
げ
を
挙
げ
れ

ぽ
十
分
で
あ
る
。
　
「
輸
入
で
も
輸
出
で
も
、
大
ブ
リ
テ
ソ
は
、
ド
イ
ソ

の
関
税
領
域
の
外
国
貿
易
に
お
い
て
第
一
の
地
位
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

大
ブ
リ
テ
ソ
か
ら
ド
イ
ツ
の
多
く
の
企
業
部
門
が
必
要
と
す
る
原
料
お

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

よ
び
半
製
品
を
購
入
し
て
い
る
。
…
…
こ
の
点
で
は
、
繊
維
・
金
属
お

よ
び
皮
革
工
業
、
な
ら
び
に
脂
肪
お
よ
び
油
脂
産
業
に
伴
う
化
学
工
業

が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
大
ブ
リ
テ
ソ
が
関
税
領
域
に
供
給
す
る

原
料
生
産
物
の
一
部
は
海
外
諸
国
か
ら
も
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
残

り
は
大
ブ
リ
テ
ソ
自
身
に
お
い
て
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
に
は
、

ま
ず
第
一
に
、
石
炭
お
よ
び
銅
が
属
す
る
。
大
ブ
リ
テ
ソ
か
ら
の
関
税

領
域
へ
の
輸
入
に
お
い
て
は
、
棉
系
お
よ
び
毛
糸
の
半
製
品
を
除
け
ぱ
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

工
業
生
産
物
は
二
次
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
大
ブ
リ
テ
ソ
ヘ
の
関
税

　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

領
域
の
輸
出
は
と
り
わ
げ
製
品
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
料
生
産
物

お
よ
び
半
製
品
は
従
属
的
な
役
割
し
か
果
た
し
て
い
た
い
。
」

　
大
ブ
リ
テ
ソ
ヘ
の
最
も
傑
出
し
た
ド
イ
ツ
の
輸
出
品
目
は
次
の
よ
う

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
砂
糖
・
絹
織
物
半
製
品
・
被
服
お
よ
び

服
飾
品
・
皮
革
品
・
布
お
よ
び
織
物
類
（
羊
毛
品
で
捺
染
が
な
い
も
の
）
・

染
料
・
銅
版
画
・
バ
タ
ー
お
よ
び
マ
ー
ガ
リ
ソ
・
手
袋
用
皮
革
・
木
材

・
ア
ニ
リ
ソ
お
よ
び
そ
の
他
の
タ
ー
ル
染
料
・
靴
下
製
品
・
レ
ー
ス
お

よ
び
ボ
タ
ソ
製
品
・
目
の
細
い
木
棉
（
染
色
と
装
飾
っ
き
）
・
ピ
ア
ノ
、
等

々
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
わ
れ
わ
れ
が
前
に
示
し
た
、
ド
イ
ツ
の
輸

出
の
一
般
的
性
格
と
完
全
に
照
応
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
正
反
対
で

あ
る
。
以
前
に
は
ド
イ
ツ
が
製
品
を
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
し
て
い
た
が
、

今
は
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
か
ら
購
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
、
ド
イ
ツ
は
輸
入
品
に
は
生
活
手
段
で
支
払
い
、
原
料
は
二
次

的
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
原
料
な
い
し
半
製
品
で
支
払
っ
て
い

る
。
最
初
の
交
易
は
究
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
生
活

手
段
は
イ
ギ
リ
ス
の
個
人
的
消
費
に
入
り
込
み
、
工
業
製
品
は
ド
イ
ツ

の
そ
れ
に
入
り
込
む
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
後
に
は
決
し
て
そ
う
で
な

い
。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
す
る
原
料
は
、
生

活
で
は
な
く
て
生
産
を
更
新
す
る
た
め
に
の
み
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
交
易
そ
の
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
る
な
ら
、
も
し
、
ド
イ
ソ
の
製

品
の
輸
出
が
そ
の
価
値
を
完
全
に
実
現
し
た
と
す
れ
ぱ
、
生
産
を
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
四
二
三
）
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す
る
よ
う
に
は
た
ら
く
に
違
い
な
い
。
た
ぜ
た
ら
、
製
品
は
、
そ
の
性

質
上
、
原
料
よ
り
も
高
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
ど
の
交

易
が
こ
の
よ
う
た
方
向
に
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
だ
げ
一
層
（
逆
の

場
合
は
逆
た
の
だ
が
）
、
ド
イ
ツ
の
工
業
は
拡
張
し
、
そ
の
製
品
輸
出
に

対
す
る
欲
求
は
は
げ
し
く
た
り
、
国
内
で
の
工
業
と
農
業
の
矛
盾
は
大

き
く
な
り
、
生
活
手
段
の
輸
入
に
対
す
る
要
求
は
拡
大
し
、
そ
し
て
、

製
品
に
対
し
て
生
活
手
段
を
交
換
で
き
る
よ
う
た
国
と
貿
易
関
係
を
も

っ
必
要
が
大
き
く
た
る
。
ち
ょ
う
ど
、
発
見
さ
れ
た
骨
が
古
生
物
学
に

骨
格
の
全
体
像
を
与
え
る
よ
う
に
、
世
界
市
場
か
ら
ぬ
き
と
っ
た
二
国

問
の
貿
易
関
係
が
経
済
学
に
、
そ
の
補
完
的
な
部
分
が
ど
の
よ
う
に
た

っ
て
い
な
げ
れ
ぽ
な
ら
た
い
の
か
、
そ
し
て
、
世
界
市
場
は
有
機
的
に

ど
の
よ
う
に
結
合
し
て
い
る
の
か
を
示
し
て
く
れ
る
。

　
他
方
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
が
製
品
輸
出
に
た
る
に
つ
れ
、
ま
た
、
自
国

の
生
産
が
風
内
市
場
を
お
お
う
よ
う
に
た
る
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ

れ
だ
げ
原
料
で
輸
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
た
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
以

前
と
同
様
に
植
民
地
で
製
品
と
原
材
料
を
交
換
す
る
が
、
そ
れ
を
自
国

で
加
工
し
、
で
き
あ
が
っ
た
製
品
を
ド
イ
ツ
で
生
活
手
段
と
交
換
す
る

か
わ
り
に
、
こ
の
原
材
料
を
ド
イ
ツ
ヘ
運
び
、
そ
の
代
価
と
し
て
製
品

を
も
ち
か
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
逆
流
す
る
製
品
の
価
値
の
流
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
四
二
四
）

方
が
原
料
の
流
れ
よ
り
も
大
き
い
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
原
料
の
流

れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
と
う
と
う

輸
入
さ
れ
た
製
品
を
消
費
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
る
。
こ
う
し
て

イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
製
品
を
一
部
再
輸
出
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
こ

と
を
ド
イ
ツ
統
計
局
は
次
の
よ
う
に
確
認
す
る
。
　
「
関
税
領
域
か
ら
大

ブ
リ
テ
ソ
に
供
給
さ
れ
た
工
業
製
品
は
、
し
ぱ
し
ぱ
、
再
び
そ
こ
か
ら

海
外
諸
国
へ
輸
出
さ
れ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
発
展
は
単
に
貿
易
の
変
化
だ
げ
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
と

東
イ
ソ
ド
の
問
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
商
人
が
存
在
し
て
い
る
だ
げ
で
は
た

く
て
、
原
料
お
よ
び
製
品
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
需
要
、
つ
ま
り
、
イ

ギ
リ
ス
の
工
業
が
存
在
し
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
国
民
的
資
本
の

循
環
的
変
動
の
内
的
お
よ
び
相
関
的
な
把
握
、
何
の
政
治
的
お
よ
び
国

民
的
な
隈
界
も
知
ら
な
い
唯
一
つ
の
杜
会
的
資
本
の
循
環
へ
の
同
化
、

で
あ
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
と
の
問
の
貿
易
は
、
二
つ
の
同
じ
よ
う
な
国
民

的
工
業
の
関
係
を
示
す
。

　
確
か
に
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
は
蒸
溜
酒
業
と
砂
糖
工
業
を
お
互
い

に
共
通
に
も
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
貿
易
に
お
い
て
今
や
相
殺
し
あ
う
。

ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
に
関
し
て
は
、
若
干
の
他
の
工
業
も
共
通
に
も
っ



て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
輸
入
と
輸
出
は
、
一
般
的
な
か
た
ち
で
は
き
わ

め
て
し
ぼ
し
ぼ
同
一
で
あ
る
。
手
装
・
真
棉
・
羊
毛
・
皮
革
品
お
よ
び

他
の
多
く
の
も
の
と
同
様
に
、
た
と
え
ば
、
羊
毛
布
お
よ
び
織
物
類
が

輸
出
入
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
貿
易
は
き
わ
め
て
分
散
的
で
あ
る
。
大
き
な
商
品

グ
ル
ー
プ
は
何
も
な
い
。
フ
ラ
ソ
ス
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
商
品
輸
入
は
、
一

八
九
三
年
に
お
い
て
、
二
億
四
一
〇
〇
万
マ
ル
ク
の
う
ち
、
最
も
主
要

た
輸
入
品
目
で
あ
る
ぶ
ど
う
酒
の
価
額
が
一
六
〇
〇
万
マ
ル
ク
で
あ
り
、

同
じ
時
に
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
の
輸
出
は
二
億
三
〇
〇
万
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
う
ち
、
最
も
主
要
た
輸
出
品
目
で
あ
る
コ
ー
ク
ス
の
価
額
は
一
二
〇

〇
万
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
易
は
、
価
額
が
お
互
い
に
同
じ
よ
う

な
小
額
の
商
品
一
二
品
目
で
み
た
さ
れ
て
い
る
。
三
五
品
目
も
の
商
品

が
、
合
計
一
〇
〇
万
な
い
し
二
〇
〇
万
マ
ル
ク
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
工

業
の
国
民
的
差
異
は
ほ
と
ん
ど
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
の
動
き
は
国

朴
淋
舟
に
似
て
い
る
。
そ
れ
が
完
全
に
そ
う
な
ら
な
い
（
そ
う
た
る
？
、

…
訳
者
）
こ
と
を
関
税
障
壁
は
阻
害
す
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
場
を
説
明
す
る
際

に
証
明
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
外
国
貿
易
に
お
げ
る
補
足
的
た

部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

　
こ
こ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
の
官
庁
統
計
に
よ
る
一
般
的
な
特

徴
づ
げ
で
満
足
し
得
る
。
　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
ド
イ
ツ
関
税
領
域
と

の
貿
易
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
輸
入
に
関
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
農
業

お
よ
び
鉱
業
の
原
料
生
産
物
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
に
、
木
棉
．

穀
物
・
石
油
・
未
加
工
の
葉
タ
バ
コ
・
銅
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
、
肉
と

か
豚
脂
と
か
い
っ
た
畜
産
物
で
あ
る
。
」

　
「
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ド
イ
ツ
関
税
領
域
か
ら
種

々
の
工
業
生
産
物
、
そ
の
中
で
も
、
靴
下
・
絹
の
半
製
品
・
織
物
類
と

い
っ
た
繊
維
製
品
さ
ら
に
砂
糖
な
ら
び
に
、
手
袋
お
よ
び
そ
の
他
の
皮

革
製
品
を
購
入
し
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
そ
れ
は
資
本
主
義
的
植
民
地
貿
易
で
あ
る
。
原
始
的
た
国
ば
か
り
で

た
く
文
化
的
な
国
も
植
民
地
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
ｏ
場
合
、
ド
イ
ツ
の
輸
出
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
で
需
要

さ
れ
る
の
と
同
じ
商
品
に
出
会
う
の
で
あ
る
。

　
合
衆
国
へ
の
ド
イ
ツ
の
輸
出
は
総
輸
出
の
一
一
バ
ー
セ
ソ
ト
で
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
ヘ
の
輸
出
と
あ
わ
せ
る
と
八
七
バ
ー
セ
ソ
ト
に
な
る
。
ド
イ

ツ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
お
よ
び
合
衆
国
に
対
す
る
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
、
そ
の
世
界
市
場
に
お
け
る
全
体
的
地
位
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
新
し
く
芽
ぱ
え
て
い
る
も
の
は
考
慮
さ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
四
二
五
）
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同
様
に
１
、
北
ア
メ
リ
カ
は
販
売
領
域
と
し
て
の
み
考
察
し
、
そ
の
一
般

的
な
工
業
お
よ
び
農
業
の
発
展
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

　
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
工
業
と
貿
易
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ら

が
ヨ
ー
厚
ヅ
パ
大
陸
に
と
っ
て
は
典
型
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
部

分
的
に
は
、
さ
き
ほ
ど
ド
ィ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
と
の
貿
易
を
み
て
示
し
た
。

こ
れ
を
完
全
に
す
る
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
の
外
国
貿
易
を
か
ん
た
ん
に
み

れ
ぱ
よ
い
。
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
の
と
同
様
、
こ
こ
で
も
繊
維
製
品
の

輸
出
は
全
輸
出
の
た
っ
た
二
〇
パ
Ｌ
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
は
そ

の
他
に
著
し
い
量
の
原
料
絹
と
羊
毛
を
備
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
嗜

好
品
、
す
な
わ
ち
、
砂
糖
・
火
酒
類
、
そ
れ
に
ブ
ド
ゥ
瞥
が
大
き
た
位

置
を
占
め
る
。
残
り
は
周
知
の
わ
れ
わ
れ
の
表
の
第
皿
グ
ル
ー
ブ
の
他

の
代
表
品
目
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紙
お
よ
び
皮
革
製
品

．
ガ
ラ
ス
製
品
．
陶
磁
器
、
そ
れ
に
フ
ラ
ソ
ス
で
は
と
く
に
注
目
す
べ

き
宝
石
お
よ
び
小
さ
た
蓉
修
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
輸
出
の
質

的
関
係
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
販
売
領
域
の
特
徴
と
照
応
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
自
国
お
よ
び
全
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
市
場
向
げ
の
生
産
を
し
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ヅ
バ
大
陸
の
工
業
は
、
植
民
地
市
場
向
げ
の
生
産
を
し
て
い
る
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
四
二
六
）

リ
ス
エ
業
と
は
別
の
貿
易
政
策
上
の
関
心
を
う
み
だ
す
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
事
実
、
工
業
の
差
異
は
ま
た
、
貿
易
政
策
の
差

異
に
顕
著
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
政
策
が
外
国
市

場
を
開
拓
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
貿
易
政
策
は
、
と
り
わ
げ
、
国
内
市
場
を
隔
離
す
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
保
護
関
税
の

中
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
資
本
主
義
的
生
産
の
諸
関
連
、
し
た
が
っ
て

ま
た
工
業
と
農
業
の
関
係
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
資
本
主
義
的
生
産

の
性
格
に
照
応
し
て
、
対
立
と
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

四
　
都
市

と
鉄
道

、
鉄
道
は
、
そ
の
本
質
上
、
現
代
的
た
起
源
を
も
っ
て
登
場
す
る
の
に

対
し
て
、
都
市
は
一
世
紀
に
も
わ
た
る
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
や
都
市
は
明
ら
か
に
資
本
主
義
的
な
性
格
を
も
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
先
行
す
る
諸
々
の
杜
会
秒
態
の
都
市
と
は
基
本
的
に
区
別

さ
れ
る
。
問
題
は
、
Ｋ
・
ブ
ユ
ヅ
ヒ
ャ
ー
教
授
が
そ
の
興
味
あ
る
国
内

旅
行
記
で
正
し
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
の
都
市
が
非
常
に

分
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
げ
に
あ
る
の
で
は
た
い
。
最
も
興
味
を



引
く
の
は
弥
本
主
泰
跡
大
朴
市
ム
い
ヅ
齢
払
で
あ
る
。
次
々
に
何
十
万

も
の
住
民
を
集
め
、
考
え
う
る
限
り
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
職
業
を
集
中
し
、

膨
大
た
新
し
い
種
類
の
職
業
を
生
み
出
し
、
一
国
の
限
界
を
は
る
か
に

超
え
て
拡
大
さ
れ
た
経
済
的
結
合
を
も
ち
、
世
界
生
産
内
部
で
の
自
立

経
済
機
構
の
よ
う
に
み
え
、
そ
の
独
自
の
都
市
経
済
を
営
な
み
、
独
自

の
財
政
政
策
を
行
た
い
、
不
断
か
つ
無
限
に
拡
大
し
う
る
か
の
よ
う
に

み
え
、
一
般
的
経
済
状
態
か
ら
は
成
長
そ
の
も
の
で
は
な
く
成
長
の
程

度
に
お
い
て
の
み
影
響
さ
れ
る
も
の
は
、
ま
さ
に
大
都
市
で
あ
る
。
た

だ
し
、
大
都
市
は
、
そ
の
杜
会
の
生
存
の
基
礎
、
つ
ま
り
食
糧
の
生
産

は
せ
ず
に
、
反
対
に
、
た
え
ず
農
業
人
口
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
村
に
お
げ
る
こ
の
生
活
手
段
の
生
産
階
級
を
相
対
的
に
減
少
さ
せ
さ

え
す
る
。

　
こ
の
資
本
主
義
的
大
都
市
と
い
う
最
も
重
要
で
最
も
驚
嘆
す
べ
き
資

本
主
義
的
生
産
の
諸
現
象
の
一
つ
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど

研
究
さ
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
。
学
問
的
に
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
ド

イ
ツ
の
都
市
よ
り
も
、
中
世
の
ド
イ
ツ
の
都
市
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
の
こ
と
は
事
の
部
分
的
切
れ
は
し
し
か

わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
世
紀
後
半
の
方
は
、
使
い
こ
な
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
統
計
的
お
よ
び
記
述
的
な
資
料
が
利
用
で
き
る
。

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
．
鈴
木
）

　
一
つ
だ
け
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
的
な
都
市
の
発
展
を

理
解
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
資
本
主
義
的
牛
産
を
理
解
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ

う
な
知
識
は
必
要
で
な
い
。
記
録
の
ご
み
た
め
や
多
く
の
山
の
よ
う
た

書
類
を
掘
り
返
す
だ
げ
で
は
、
資
本
主
義
的
た
都
市
の
場
合
に
は
不
十

分
で
あ
り
、
科
学
的
な
解
剖
台
に
お
か
れ
得
る
よ
う
な
死
体
で
は
決
し

て
な
く
、
錯
綜
し
た
現
実
の
中
へ
入
り
込
ま
ね
ぱ
た
ら
ず
、
た
え
ず
運

動
し
て
い
る
生
命
に
そ
く
し
て
、
そ
の
生
命
は
ど
の
よ
う
た
も
の
か
と
。

い
う
こ
と
を
認
識
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
わ
き
道
に
そ
れ
る
の
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
実
践
的
た
問
題
を

解
明
す
る
た
め
に
、
他
人
に
よ
っ
て
正
当
に
学
問
的
に
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
て
も
う
政
治
家
が
一
般
的
た
結
論
だ
げ
を
理
解
し
さ
え
す
れ
ぱ
よ

い
よ
う
な
研
究
領
域
に
言
及
せ
ね
ぱ
た
ら
た
い
、
と
い
う
こ
と
を
理
解

す
る
の
は
、
時
評
家
に
と
っ
て
は
苦
痛
で
あ
る
。
も
し
、
国
内
市
場
の

記
述
の
際
に
都
市
と
鉄
道
の
役
割
を
見
逃
す
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
工
業

市
場
の
性
格
づ
け
は
明
ら
か
な
欠
陥
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
、
研
究
は
こ
れ
ら
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
鉄
道
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
そ
れ
を
国
内
輸
送
の
観
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
四
二
七
）
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ら
主
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
は
奇
妙
に
み
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
の
明
白
な
る
役
割
は
、
実
際
に
は
次
の
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
内
に
お
け
る
都
市
相
互
お
よ
び
都
市
と
農
村
住
民
の
問
の
輸
送
を
す

る
こ
と
で
あ
る
。
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
特
に
と
り
た

て
て
明
ら
か
に
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
貨
物
輸
送
に

関
し
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
事
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
一
八
九
一
年
に
一
億
六
二
〇
〇
万
ト
ソ
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の

総
貨
物
輸
送
の
う
ち
一
億
三
七
〇
〇
万
ト
ソ
が
酎
朴
輸
忠
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
鉄
道
の
国
内
輸
送
か
ら
は
、
海
を
越
え
て
外
国
へ
輸

出
さ
れ
る
港
向
げ
の
輸
送
量
と
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
は
差
し

引
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
ド
ィ
ツ
の
鉄
道
と
港
と
の

問
の
総
輸
送
量
は
二
、
○
○
○
万
ト
ソ
も
な
い
（
一
八
九
四
年
は
約
一
、
八

○
○
万
ト
ソ
）
。

　
一
億
三
、
七
〇
〇
万
ト
ソ
の
鉄
道
に
よ
る
国
内
輸
送
は
、
次
の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
の
消
費
品
目
が
主
要
な
構
成
要
素
と
な
る
（
第
６
表
）
。

　
こ
の
よ
う
な
商
品
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
疑
い
も
な
く
第
一
に
重
要

た
の
は
都
市
的
需
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ま
た
、
残
り
の
食
糧
お

よ
び
工
業
用
原
料
の
輸
送
の
う
ち
、
ま
さ
に
最
大
部
分
は
都
市
の
も
の

で
あ
る
。

表６第

６
）
旬

Ｌ
石
皿

　
５
用
石

炭
築
舗

ソ
石
建
び

ト
ち
ち
よ

万
う
う
お

百
（
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１
　
　
　
３
　
　
　
４

　
３
．
　
０
・
　
６
一

　
（
０
　
　
　
９
“

料燃

－
一

材用設建２

モＹカヤジびよお物穀

３
一

ソト万百北
８
９計合

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
は
、

道
輸
送
は
非
常
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

き
な
商
業
中
心
地
を
必
要
と
す
る
。

都
市
へ
と
流
れ
る
の
で
あ
る
。

市
的
産
業
が
成
長
し
、
鉄
道
輸
送
が
増
大
す
る
。

　
都
市
が
鉄
道
を
生
み
、
鉄
道
が
都
市
を
生
む
。

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
は
唯
一
つ
の
発
生
原
因
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
側
面
を
と
り
あ
つ
か
っ

一
二
六
　
（
四
二
八
）

　
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う

た
国
に
お
い
て
こ
そ
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
の
で
あ
る
。
農
村
の
住
民
は
、
こ
の
国

で
は
、
抑
圧
さ
れ
・
空
腹
を
か
か
え
た
農

民
階
級
で
あ
り
、
家
は
貧
し
く
、
ぽ
ろ
を

着
て
、
そ
の
需
要
は
ほ
と
ん
ど
最
少
隈
に

制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
た
も
う

一
つ
の
こ
と
も
い
え
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
人
は
、
安
価
な
鉄
道
運
輸
を
い
つ
も
賞

賛
し
て
き
た
。
そ
の
勢
合
に
は
、
常
に
大

量
輸
送
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

大
量
輸
送
ぱ
鉄
道
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生

　
　
　
　
　
す
ぐ
に
わ
か
る
理
由
か
ら
鉄

　
　
　
　
　
　
　
だ
が
、
大
量
輸
送
は
大

　
　
　
こ
う
し
て
、
す
べ
て
が
都
市
か
ら

都
市
と
都
市
的
需
要
は
増
大
す
る
。
都

　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ



表７第
ｏ
ｏ
移
川
均
－
平
口
の
人
り
加

均
当
増

平
人
倖

た
が
れ
な
離

さ
つ
距

行
に
の

運
ソ
線

に
リ
道

規
ル
鉄

新
べ
る問期

１

８
一

１

阯８
２
・

３

４

２
・

２

レノトー
メロキ

４
１９

７３１

４８６

７８９

で
で
で
で

ま
ま
ま
ま

年
年
年
年

Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
０

５
　
　
（
ｏ
　
７
　
　
８

８
　
　
９
　
　
８
　
　
８

１
１
一
　
１
■
　
　
１
■
　
　
１
１

ら
ら
ら
ら

カ
　
カ
　
カ
　
カ

ー
■
　
　
１
■
　
　
１
↓
　
　
１
↓

４
　
　
一
Ｌ
Ｄ
　
（
ｏ
　
　
７

８
　
　
ｏ
ｏ
　
８
　
　
８

１
上
　
　
１
■
　
　
１
↓
　
　
１

な
い
。
数
年
前
ド
ィ
ツ
帝
国
統
計
月
報
で
公
表
さ
れ
た
研
究
は
、

ろ
ん
き
わ
め
て
欠
陥
の
多
い
も
の
で
は
あ
る
が

市
で
は
相
対
的
な
増
加
率
が
低
下
し
て
お
り
、

流
出
に
■
よ
っ
て
減
少
し
さ
え
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

は
、
鉄
道
を
媒
介
と
し
て
、

大
都
市
に
お
げ
る
人
口
の
集
中
化
の
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

－
ス
ト
リ
ア
の
人
口
統
計
に
関
す
る
新
し
い
仕
事
は
、

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

　
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
都
市
が
崩
壊
す
れ
ぼ
鉄
道
は
壊
減

　
す
る
（
も
ち
ろ
ん
、
問
題
な
の
は
資
本
主
義

的
諾
関
連
の
み
で
あ
る
）
。
鉄
遣
を
と
り

除
け
ぱ
、
都
市
は
も
は
や
存
在
し
得
な

　
い
。

　
　
ベ
ル
リ
ソ
の
場
合
、
次
の
表
が
こ
の

　
関
係
に
つ
い
て
の
一
瞥
を
与
え
る
（
第

　
７
表
）
。

　
　
も
ち
ろ
ん
、
都
市
と
鉄
道
と
の
結
び

　
つ
き
が
、
常
に
、
そ
の
郁
市
へ
の
人
口

の
流
入
を
条
件
づ
げ
る
と
い
う
わ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
、
相
対
的
に
小
さ
な
都

　
　
　
　
　
　
　
鉄
道
の
開
通
直
後
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で

相
対
的
に
小
さ
な
都
市
の
た
ち
お
く
れ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
都
市
に
よ
る

小
都
市
の
駆
遂
の
過
程
を
も
っ
と
は
っ
き
り
と
示
し
た
。

　
鉄
道
は
、
都
市
の
発
展
一
般
を
助
け
る
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
大

都
市
の
発
展
を
助
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ぼ
な
る
ぽ
ど
、
商
品
流

通
は
大
都
市
に
集
中
し
、
最
後
に
は
全
国
内
生
産
の
重
点
は
大
都
市
に

お
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鉄
道
は
精
密
た
吸
盤
器
つ
き
の
網
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
都
市
は
人
と
商
品
を
国
中
か
ら
吸
い

よ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
生
産
の
発
展
は
大
都
市
の
発
展
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
大
都
市
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
は
ど
の

よ
う
に
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
問
題
に
答
え
る
た

め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
。
、
都
市
の
職
業
統
計
を
み
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。

　
官
庁
で
集
計
し
た
一
八
八
二
年
の
職
業
統
計
が
大
郁
市
（
住
民
一
〇
万

人
以
上
の
都
市
）
の
特
別
な
統
計
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

就
業
者
比
率
は
次
の
よ
う
に
な
る
（
第
８
表
）
。

　
都
市
に
お
け
る
農
業
生
産
の
欠
落
は
、
工
業
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ド
イ
ツ
の
大
都
市
は
何
ら
工
業
都
市
で
は
な
く
、

む
し
ろ
商
業
都
市
と
し
て
特
徴
づ
げ
ね
ぼ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
Ｃ
部
門
は
、
大
都
市
で
は
ド
イ
ツ
全
体
と
比
較
し
て
相
対
的
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
四
二
九
）
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体全

４
５
　
ｏ
ｏ
３
０
６

ツ

イ
“
ト

〇
一
Ｌ
７
一
８
．
５
．
０
．
４
つ
Ｕ

１
市都

１
２
４
７
３
５

大
Ｌ
３
一
〇
・
５
・
〇
一
９
一
　
４
　
（
■
一
１
　
１

５
１

１

（
３
）者業由自

類

）
　
び

む
　
よ

含
　
お

を
　
　
，

分

店
　
等

食
　
員

飲
　
務

）
（
　
公

業

む
業
　
体

業
始
讐
一
蛸
一
紀
　
業
び
ビ
び
活

職

林
鉱
よ
一
よ
自

（
お
サ
お
の

業
業
内
家
職

農
工
商
家
国
無

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ

ぽ
三
倍
も
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る

（
飲
食
店
を
控
除
し
て
も
、
そ
の
関
係
は
同

じ
ま
ま
で
あ
る
）
。
　
だ
が
、
ド
イ
ツ
の

大
都
市
を
経
済
的
に
特
徴
づ
け
る
の

に
は
、
商
業
だ
け
で
は
完
全
に
十
分

と
は
言
え
な
い
。

　
次
の
よ
う
た
一
般
的
た
差
異
が
目

に
つ
こ
う
。
す
た
わ
ち
、
ド
イ
ツ
で

は
、
就
業
者
の
七
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト
が

農
業
と
工
業
、
し
た
が
っ
て
財
貨
の

生
産
に
従
事
し
て
い
る
が
、
大
都
市

で
は
、
そ
れ
は
四
三
バ
ー
セ
ソ
ト
に

　
　
　
（
５
）

す
ぎ
な
い
。
今
や
、
た
と
え
、
他
の

職
業
の
就
業
者
が
杜
会
的
に
ど
ん
た

に
必
要
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
の
基
礎

は
、
他
の
就
業
者
に
よ
っ
て
彼
ら
に

財
貨
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

彼
ら
は
、
経
済
的
に
は
消
費
者
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
り
生
産
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
四
三
〇
）

し
て
で
は
な
い
。
こ
の
大
都
市
の
人
口
の
五
七
バ
ー
セ
ソ
ト
の
就
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
み
る
限
り
で
は
、
大
都
市
の
農
村
と
の
商
品
流
通
は
一
方
的
で
あ
る

と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
商
品
を
渡
す
こ
と
た
し
に
商
品
を
受
げ
取

る
。　

で
は
、
残
り
の
四
三
パ
ー
セ
ソ
ト
の
生
産
的
た
就
業
者
が
こ
の
一
面

性
を
十
分
に
補
償
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
今
度
は
こ
れ
を
検
討
し
よ

う
ｏ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
大
都
市
の
工
業
の
就
業
者
総
数
は
七
四
四
、
五
三
四
人
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
、
大
都
市
の
需
要
だ
げ
の
た
め
に
働
い
て

い
る
職
種
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
建
設
業
と
そ
の
補
助
産
業
、
そ
れ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
存
在
に
よ
っ
て
条
件
づ
げ
ら
れ
て
い
る
諾
活

動
は
、
都
市
産
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ガ
ス
会
杜
、
水
道
業
等
、

そ
れ
か
ら
、
直
接
生
活
需
要
を
満
た
す
た
め
の
バ
ソ
屋
・
肉
屋
等
の
職

業
、
そ
こ
に
は
ま
た
薬
屋
も
入
る
し
、
最
後
に
は
写
真
屋
の
よ
う
に
生

産
物
の
購
入
者
と
離
れ
て
は
ほ
と
ん
ど
就
業
で
き
た
い
よ
う
た
種
類
の

生
産
。
こ
の
よ
う
な
職
種
は
、
も
ち
ろ
ん
、
大
都
市
か
ら
農
村
へ
の
商

日
阯
流
出
は
存
在
し
な
い
か
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
し
ガ
み
ら
れ
な
い
。
そ

の
就
業
者
を
合
計
し
て
み
れ
ぱ
、
二
三
九
、
一
七
六
人
と
い
う
大
き
た

数
で
、
就
業
者
の
二
二
・
七
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
、
か
く
し
て
、
外
部



へ
の
商
品
輸
送
が
た
さ
れ
る
仕
事
に
は
、
な
お
就
業
者
の
二
九
．
六
バ

ー
セ
ソ
ト
し
か
た
ず
さ
わ
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
も
主
と
し
て
外
部
の
た
め

に
生
産
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
た
い
。
逆
に
、
そ
の
中
に
は
、
未

だ
か
つ
て
都
市
の
需
要
さ
え
も
満
た
し
て
い
な
い
よ
う
な
職
種
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
く
わ
し
い
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

は
、
平
均
し
て
ど
れ
だ
げ
の
大
都
市
お
よ
び
ド
イ
ツ
全
体
の
住
民
が
、

個
々
の
産
業
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
－
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を

表９第

ツ
“

蝸
閉
蘭
・
。
躯
弘
醐
峨
刷
洲
髄
捌
湖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
，

人
数
－
民
者
住
業
り
就
当

市
都
大
１
５

蜘
捌
ｍ
卯
妨
巧
ｍ
鴉
醐
柵
趾
脳
肥

プ
ー
ル
グ
業
産

　
　
　
　
業
　
　
　
　
工
　
）
　
　
　
　
加
　
く
　
　
　
業
　
　
　
　
品
　
除
　
　
　
料
羨
洋

バ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

算
出
し
た
（
第
９
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
一
っ
の
生
業
に
属
す
る
住
民
の
数
が
少
た
く
な
れ
ぱ
た
る
ほ
ど
、
当

該
の
産
業
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
だ
げ
地
位
が
高
い
。
わ
れ
わ
れ
の
表
は
、

大
都
市
に
お
い
て
は
鉱
山
業
・
石
材
業
お
よ
び
窯
業
そ
し
て
繊
維
業
は

ド
ィ
ッ
全
体
に
お
げ
る
よ
り
も
相
対
的
に
は
非
常
に
地
位
が
低
く
、
そ

の
結
果
な
お
一
層
、
こ
こ
で
は
商
品
移
出
よ
り
も
商
品
移
入
が
予
想
さ

れ
う
る
。
ベ
ル
リ
ソ
に
関
し
て
は
、
実
際
に
も
、
そ
の
こ
と
は
鉄
道
に

よ
る
商
品
の
動
き
の
統
計
か
ら
証
明
さ
れ
る
。

　
製
鉄
業
は
同
程
度
に
。
分
布
し
て
い
る
。
食
糧
品
お
よ
び
目
用
品
加
工

業
は
、
た
る
ほ
ど
大
都
市
で
数
が
多
い
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
－
、
こ
れ
ら

の
生
産
に
対
す
る
大
都
市
の
商
品
需
要
が
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
に

条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
も
は
や
す
で
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

服
飾
お
よ
び
衛
生
業
に
関
し
て
は
同
じ
よ
う
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

次
い
で
、
よ
う
や
く
、
移
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
大
都
市
の
産

業
部
門
が
続
く
の
で
あ
る
。

　
大
都
市
の
輸
移
出
産
業
は
、
合
計
二
五
万
一
千
人
を
就
業
さ
せ
て
お

り
、
そ
れ
は
就
業
者
総
数
の
一
四
・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

っ
て
、
も
し
、
大
都
市
の
就
業
者
の
う
ち
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
が
、
農
村

に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
必
需
品
を
交
換
用
に
生
産
す
る
こ
七
に
従
事
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
凪
三
一
）
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て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
高
く
み
っ
も
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　
ド
イ
ツ
の
大
都
市
全
体
の
経
済
像
は
、
い
ま
や
、
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
る
。

　
五
六
バ
ー
セ
ソ
ト
の
就
業
者
は
何
も
生
産
し
な
い
。

　
三
四
バ
ー
セ
ソ
ト
が
、
こ
の
五
六
バ
ー
セ
ソ
ト
お
よ
び
自
ら
の
た
め

　
　
に
工
産
物
商
品
を
生
産
す
る
。

　
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
が
、
農
産
物
お
よ
び
ま
だ
不
足
し
て
い
る
農
村
の

　
　
工
産
物
と
交
換
す
る
た
め
の
商
品
を
供
給
す
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
農
村
自
体
に
お
い
て
は
、
一
〇
〇
人
の
就
業
者
に

つ
き
四
〇
人
が
、
農
産
物
に
対
す
る
需
要
を
満
た
す
た
め
に
だ
げ
に
必

要
と
な
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
た
め
に
就
業
者
の
一
〇
分
の
四
が
必
要

と
な
り
、
さ
ら
に
大
都
市
の
一
〇
分
の
一
の
就
業
者
の
労
働
生
産
物
と

交
換
さ
れ
る
べ
き
労
働
が
必
要
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
そ
の
労
働
は
大

量
た
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
す
る

と
、
大
都
市
は
農
村
に
販
売
す
る
よ
り
も
多
く
の
商
品
を
農
村
か
ら
購

入
し
、
そ
の
差
額
を
貨
幣
で
支
払
わ
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
国
内
の
商
品
流
通
の
価
値
統
計
を
何
も
も
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

以
前
と
同
じ
よ
う
に
、
重
量
統
計
も
十
分
な
説
明
と
し
て
役
立
つ
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
　
（
四
三
二
）

ま
り
、
一
八
九
四
年
に
は
ベ
ル
リ
ソ
は
鉄
道
で
四
四
〇
万
ト
ソ
の
商
品

を
受
げ
と
っ
た
が
、
八
○
万
ト
ソ
し
か
送
っ
て
い
た
い
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ

は
二
五
〇
万
ト
ソ
を
受
げ
と
り
、
五
〇
万
ト
ソ
を
提
供
し
た
。

　
そ
の
こ
と
は
、
再
び
、
鉄
道
の
役
割
に
対
し
て
光
を
投
げ
か
げ
る
。

す
な
わ
ち
、
鉄
道
は
相
互
の
交
換
を
媒
介
す
る
だ
げ
で
た
く
、
都
市
へ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
搬
入
手
段
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
こ
の
大
都
市
は
不
足
し
て
い
る
入
要
商
品
を
購
入

す
べ
き
貨
幣
を
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
は
、
再

び
、
大
都
市
の
職
業
分
類
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
不
均
衡
な
ほ
ど
地
位
の
高
い
商
業
が
、
都
市
の
外
で

生
み
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
分
を
貨
幣
形
態
で
都
市
に
も
た
ら
す
。

商
業
に
は
、
銀
行
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
信
用
流
通
も
、
そ
れ
が
当
該

銀
行
に
利
潤
を
も
た
ら
す
程
度
に
お
い
て
含
ま
れ
て
い
る
。
第
二
の
貨

幣
の
源
泉
は
、
官
僚
の
所
得
で
あ
り
、
そ
れ
は
税
金
と
い
う
か
た
ち
で

と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
第
三
の
源
泉
は
、
年
金
生
活
者
が
彼
ら
の
資
産
に

対
し
て
支
払
わ
さ
れ
る
貢
税
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
こ
れ
ら
の
貨

幣
収
入
は
、
農
村
に
対
す
る
都
市
の
購
買
力
を
増
大
さ
せ
る
も
の
と
し

て
の
み
、
す
た
わ
ち
、
そ
れ
が
都
市
で
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
分
配

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
た
く
て
都
市
の
外
か
ら
、
っ
ま
り
、
国
内
流



通
に
限
定
す
る
な
ら
、
農
村
か
ら
流
入
す
る
限
り
に
お
い
て
生
ず
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
郁
市
が
過
剰
な
需
要
の
あ
る
商
品
を
農
村
か
ら
購
入

す
る
の
は
、
農
村
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
貨
幣
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
ザ
ク
セ
ソ
の
所
得
統
計
に
よ
れ
ぱ
、
都
市
の
所
得
の
一
四
バ
ー
セ
ソ

ト
は
年
金
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
農
村
で
は
九
パ
ー
セ
ソ
ト
に
１
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
字
は
ま
だ
現
実
の
状
態
を
示
し
て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
ザ
ク
セ
ソ
の
統
計
は
郁
市
に
。
お
い
て
も
地
代
か
ら
の

所
得
を
特
別
な
所
得
源
泉
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
都
市
に
お

い
て
は
派
生
的
な
所
得
で
あ
り
、
賃
貸
利
子
と
し
て
他
の
所
得
か
ら
差

引
か
れ
、
し
か
も
、
少
た
く
と
も
年
金
所
得
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
額
だ
げ
総
所
得
が
減
少
す
れ
ぱ
、
も
ち
ろ
ん
、

年
金
所
得
の
比
率
は
増
大
す
る
。
し
か
し
、
年
金
所
得
は
、
そ
れ
自
体

二
っ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ぢ
、
国
債
と
抵
当
権

で
あ
る
。
二
つ
と
も
農
村
全
体
を
都
市
に
対
し
て
貢
納
義
務
が
あ
る
よ

う
に
さ
せ
な
。

　
こ
う
し
て
、
大
都
市
は
消
費
と
貨
幣
の
貯
水
池
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

剰
余
価
値
は
こ
こ
で
合
流
し
、
一
部
は
所
得
と
し
て
消
費
さ
れ
、
一
部

は
信
用
機
関
が
生
産
に
再
投
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
ま
た
、

、
　
　
　
、
　
　
、

取
引
所
が
中
心
と
た
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
取
引
所
に
よ
っ
て
、
国
内

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
Ｈ
（
大
藪
・
鈴
木
）

の
鉄
道
網
よ
り
も
は
る
か
に
広
汎
な
結
合
が
生
ま
れ
る
。
今
や
、
剰
余

価
値
は
、
最
も
遠
い
国
々
か
ら
も
大
都
市
に
も
た
ら
さ
れ
、
こ
こ
で
取

り
引
き
が
な
さ
れ
、
所
得
と
資
本
が
分
割
さ
れ
、
二
っ
の
相
異
な
る
循

環
が
は
じ
ま
る
。
大
都
市
は
国
民
的
た
卵
の
か
ら
を
ぬ
ぎ
す
て
、
世
界

市
場
の
結
節
点
に
な
る
。
今
や
、
そ
れ
ら
は
、
国
内
に
対
し
て
世
界
的

（
斤
。
。
。
昌
。
ｏ
。
毒
。
。
。
ブ
）
資
本
の
支
配
人
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
も
は
や
何
の

国
民
的
な
生
産
の
制
限
も
な
い
。
電
信
用
キ
イ
を
ひ
と
押
し
す
れ
ぱ
、

最
も
遠
い
国
か
ら
貨
幣
・
生
産
手
段
・
原
料
・
労
働
者
が
や
っ
て
く

る
。
そ
し
て
、
生
産
が
世
界
生
産
に
な
る
よ
う
に
、
大
都
市
は
世
界
都

市
（
オ
ｏ
戻
訂
暮
）
に
な
る
。

　
し
か
し
、
ど
の
都
市
も
世
界
市
場
の
中
心
と
な
り
得
る
わ
げ
で
は
な

く
、
こ
の
高
度
の
商
品
流
通
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
栄
光
に
至
る
途
中
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
諾
段
階
お
よ
び
発
展
諸
形
態
を
通
る
。

　
一
般
に
、
資
本
主
義
的
都
市
の
三
つ
の
現
象
形
態
が
区
別
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
、
一
っ
の
都
市
の
三
っ
の
発
展
形
態
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ

る
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
１
、
商
工
業
都
市
。
そ
れ
は
い
外
国
の
商
品
と
国
内
産
業
の
生
産
物

を
農
村
住
民
に
供
給
す
る
。
そ
の
前
提
は
農
産
物
の
大
量
の
輸
出
で
あ

る
。
そ
の
純
粋
型
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
研
究
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
　
（
四
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

皿
、
工
場
都
市
。
そ
れ
は
、
た
い
て
い
一
定
の
工
業
部
門
を
集
中
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
植
民
地
的
販
売
を
前
提
と
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
場
合
で
も
、
植
民
地
的
販
売
を
限
ら
れ
た
現

象
以
上
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
種
の
も
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
最
も
完
全
に
発
達
し
た
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
皿
、
消
費
お
よ
び
貨
幣
蓄
積
の
中
心
と
し
て
の
大
都
市
。
ど
ん
な
農

産
物
輸
出
も
支
配
的
に
行
な
い
え
ず
、
一
つ
の
植
民
地
的
販
売
領
域
も

意
の
ま
ま
に
た
ら
た
い
ド
イ
ツ
の
資
本
主
義
的
発
展
は
、
こ
の
よ
う
た

都
市
の
型
を
相
対
的
に
早
く
か
ら
彬
成
さ
せ
た
。
こ
の
発
展
は
ま
た
、

プ
ロ
イ
セ
ソ
と
ド
イ
ツ
の
官
僚
的
軍
国
主
義
的
な
特
性
に
よ
っ
て
促
が

さ
れ
た
と
す
れ
ぱ
、
他
方
で
は
、
そ
の
発
展
が
そ
の
特
性
の
支
え
に
な

っ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
大
都
市
は
ド
イ
ソ
の
農
業
に
き
わ
め
て
革
命
的
た
作
用
を

与
え
る
。
そ
れ
と
共
に
浸
透
す
る
資
本
主
義
的
た
結
び
っ
き
に
よ
っ
て
、

大
都
市
は
農
業
の
自
然
経
済
を
破
壌
す
る
。
そ
れ
は
、
農
業
と
結
合
し

た
工
業
部
門
に
対
す
る
最
初
の
販
売
領
域
を
移
成
す
る
。
大
都
市
は
ま

た
、
こ
の
工
業
部
門
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
資
本
を
調
達
す
る
。
最
後

に
、
大
都
市
は
、
商
品
流
通
お
よ
び
信
用
流
通
に
よ
っ
て
、
農
業
の
運

命
を
大
都
市
自
身
の
運
命
と
非
常
に
密
接
に
結
び
つ
げ
る
。
農
業
が
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
四
三
四
）

家
の
経
済
的
基
礎
を
捗
成
し
た
よ
う
た
時
代
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。

今
や
、
都
市
は
国
内
農
業
た
し
で
も
存
在
で
き
る
。
し
か
し
、
都
市
た

し
に
は
農
業
は
あ
り
得
な
い
。
農
業
の
発
展
か
ら
都
市
の
発
展
を
導
び

き
出
す
こ
と
は
で
き
た
い
し
、
も
は
や
、
都
市
の
発
展
を
考
慮
に
入
れ

な
げ
れ
ぱ
農
業
の
発
展
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
た
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
都
市
お
よ
び
鉄
道
の
特
徴
づ
げ
を
も
っ
て
、
さ

し
あ
た
り
工
業
の
諾
関
係
の
考
察
を
終
え
て
、
農
業
の
方
に
向
か
う
こ

と
に
す
る
。

五
　
農
業

の
矛
、
盾

　
農
業
の
諾
関
係
は
、
今
目
で
は
、
多
く
の
互
い
に
矛
盾
し
た
現
象
を

示
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
農
業
の
発
展
の
実
証
的
な
説
明
に
入
る
前
に
、

こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

　
一
、
人
は
、
外
国
の
穀
物
の
競
争
が
市
場
に
及
ぼ
す
圧
力
を
嘆
く
。

最
近
ま
で
、
そ
の
よ
う
た
競
争
相
手
と
し
て
、
と
り
わ
げ
、
ロ
シ
ア
と

合
衆
国
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
実
際
に
、
そ
の
競
争
は
非
常
に
激

し
く
、
そ
れ
ら
の
国
は
あ
ら
ゆ
る
関
税
障
壁
を
も
の
と
は
し
な
か
っ
た
。

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
た
っ
た
今
、
い
か
に
ロ
シ
ア
が
経
済
的
に
飢
餓
に

お
ち
い
っ
た
か
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
、
小
麦
の
流
通
に
お
い
て
最
も



強
力
な
競
争
相
手
で
あ
る
合
衆
国
は
、
最
近
の
一
五
年
問
で
、
こ
の
国

の
人
口
が
二
五
バ
ー
セ
ソ
ト
増
大
し
、
相
対
的
な
収
量
が
同
じ
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
小
麦
耕
作
面
積
は
拡
大
せ
ず
、

逆
に
、
近
年
に
は
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
、
パ
ソ
用
穀
物
の
世
界
市
場
生
産
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
お
よ
び

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
市
場
と
み
ら
れ
る
諸
国
の
生
産
は
、
数
年
来
、
絶
対
値
に

お
い
て
何
ら
上
昇
せ
ず
に
、
む
し
ろ
人
口
に
比
し
て
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
費
は
合
衆
国
で
も
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
で
も
下
が
ら
ず
（
一
八
八

五
年
以
来
、
合
衆
国
に
お
げ
る
運
賃
も
変
わ
っ
て
い
な
い
）
、
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
穀
物
価
格
は
下
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
三
、
も
っ
と
大
き
な
期
問
を
と
っ
て
み
れ
ぱ
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

穀
物
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
消
費
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
四
、
穀
物
価
格
が
下
が
り
、
人
口
一
人
当
り
の
消
費
が
滅
退
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ィ
ツ
で
は
国
内
の
穀
物
流
通
は
増
大
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
業
の
諸
矛
盾
は
、
農
業
の
発
展
を
全
体
的
な
資
本
主

義
的
生
産
の
発
展
と
関
連
さ
せ
て
み
れ
ぱ
、
お
の
ず
か
ら
解
明
さ
れ
る
。

農
業
の
商
品
流
通
そ
の
も
の
が
、
工
業
お
よ
び
資
本
主
義
的
世
界
生
産

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
ｏ
（
大
藪
・
鈴
木
）

一
般
と
の
関
連
な
し
に
は
把
握
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
う

ど
、
血
液
循
環
が
心
臓
の
働
き
と
呼
吸
行
程
の
知
識
た
し
に
は
把
握
さ

れ
得
た
い
と
い
う
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

〔
注
〕一

　
は
　
じ
　
め
　
に

　
（
１
）
　
こ
の
研
究
の
主
な
統
計
資
料
は
イ
ギ
リ
ス
の
青
書
（
議
会
・
枢
密
院
報

　
　
告
書
…
・
－
訳
書
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
次
別
の
Ｃ
っ
薫
写
一
邑
｝
茅
↑

　
　
ぎ
け
雪
亭
¢
肩
ぎ
Ｏ
仔
巴
８
一
ｑ
Ｏ
艘
胃
津
０
釘
づ
８
；
三
¢
。
・
一
〇
。
葦
卑
ゲ

　
　
８
一
”
房
け
§
９
ま
『
亭
¢
Ｏ
箏
岸
Ｏ
｛
内
サ
答
◎
暑
Ｃ
０
３
茅
饒
Ｓ
一
Ｐ
一
易
け
§
９

　
　
さ
ｈ
８
一
９
邑
彗
｛
◎
亭
零
り
Ｏ
。
。
霧
。
。
一
〇
易
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
資
料
を
利

　
　
用
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
大
ブ
リ
テ
ソ
お
よ
び
他
の
諸
国
の
別
の
官
庁

　
　
統
計
で
補
充
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
全
体
的
な
概
観
に
。
つ
い
て
は
、
有

　
　
名
な
ノ
イ
マ
ソ
・
シ
ュ
バ
ル
ア
ル
ト
（
オ
ｇ
昌
彗
・
ｏ
ｏ
寝
冒
ユ
）
な
い
し
ユ

　
　
　
ー
ラ
シ
ヱ
ク
（
＜
ｏ
箏
Ｈ
員
易
９
具
）
の
そ
れ
を
挙
げ
よ
う
。
　
コ
ソ
ラ
ッ
ド

　
　
　
（
Ｏ
◎
冒
邑
）
の
国
家
学
小
辞
典
か
ら
も
若
干
の
引
用
を
し
た
。

ニ
　
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ツ
パ

　
（
１
）
　
ロ
ツ
ア
の
資
本
主
義
的
発
展
が
ド
イ
ツ
か
ら
非
常
に
お
く
れ
、
ま
た
ア

　
　
　
メ
リ
カ
に
も
、
そ
し
て
今
や
日
本
お
よ
び
東
イ
ソ
ド
に
す
ら
追
い
越
さ
れ

　
　
　
た
と
い
う
こ
と
は
特
徴
的
な
現
象
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
た
事
態
か

　
　
　
ら
、
そ
の
原
因
が
、
　
ロ
シ
ァ
の
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
」
が
言
う
よ
う
に
、

　
　
　
「
外
国
市
場
」
（
彼
ら
は
こ
れ
を
植
民
地
市
場
と
理
解
す
る
の
だ
が
）
の

　
　
　
欠
落
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
た
る
。

　
　
　
た
ぜ
な
ら
、
「
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
」
に
よ
っ
て
「
外
国
市
場
」
の
欠
落
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
四
三
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）

シ
ア
の
村
落
共
同
体
の
原
始
共
産
主
義
が
永
久
化
す
る
こ
と
の
代
価
で
あ

る
と
確
認
さ
れ
て
以
来
、
上
記
の
す
べ
て
の
国
が
外
国
市
場
を
次
六
に

「
発
見
」
（
！
）
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
に
は
、
植
民
地
的
販
売
領
域
の
発
展
に
関
し
て
ロ
シ
ア
は
、
た
と

え
ぽ
ド
イ
ツ
よ
り
も
は
る
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
ぱ
か
り
か
、
特
別
に
恵
ま

れ
た
地
位
に
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
黒
海
を
通
じ
て
、
ロ
シ
ア
は
南
ア
ジ

ア
・
東
ア
ジ
ア
、
そ
の
他
の
太
平
洋
諸
国
と
つ
た
が
り
を
も
っ
て
い
る
が
、

ロ
シ
ア
以
外
に
こ
れ
ら
の
地
域
と
同
程
度
の
つ
た
が
り
を
も
っ
て
い
る
の

は
地
中
海
沿
岸
の
諾
国
が
あ
る
だ
げ
で
あ
る
。
い
ま
建
設
さ
れ
る
ぱ
か
り

に
な
っ
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
よ
っ
て
、
中
国
・
日
本
お
よ
び
北
ア
メ

リ
カ
と
直
接
に
結
び
つ
く
よ
う
に
た
る
。
肥
沃
な
シ
ベ
リ
ア
平
原
へ
の
移

住
に
よ
っ
て
、
最
も
重
要
た
意
義
と
最
も
広
大
な
販
売
領
域
を
も
つ
工
業

地
帯
の
形
成
の
た
め
の
経
済
的
基
礎
を
生
み
だ
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
の
こ
と
と
、
さ
ら
に
多
く
の
別
の
こ
と
が
、
も
し
ロ
シ
ア
が

す
で
に
工
業
国
で
あ
っ
た
ら
、
も
う
と
っ
く
に
た
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
要
点
は
次
の
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
ロ
シ
ア
が
植
民
地
を
も
っ

て
い
な
い
が
ゆ
え
に
そ
の
工
業
の
発
展
が
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
る
の
で
は

な
く
て
、
工
業
の
発
展
が
非
常
に
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
植
民
地

市
場
を
未
だ
に
開
拓
で
き
た
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
工
業
の
発
展
は
、
そ
の
国
内
市
場
の
拡
大

を
阻
害
す
る
二
つ
の
事
情
に
よ
っ
て
は
ぱ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
村
落
共

産
制
と
絶
対
主
義
で
あ
る
。
村
落
共
産
制
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
抑
制
と

い
う
、
か
の
非
常
に
有
名
な
特
性
が
少
し
も
あ
た
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明

白
と
な
り
、
む
し
ろ
、
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
貧
困
化
の
過
程
が
一
層
完
全

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
土
地
に
縛
り
つ
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
ま
た
、

二
二
四
　
（
四
三
六
）

み
ず
か
ら
の
労
働
力
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
た
だ
そ

れ
だ
げ
の
こ
と
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、

そ
の
非
自
由
性
に
よ
っ
て
の
み
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
か
ら
区
別
さ
れ
る
よ

う
た
、
貧
困
な
人
六
を
村
落
共
産
制
は
生
み
出
す
。
村
落
共
産
制
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
よ
り
は
る
か
に
低
い
水
準
に
あ
り
、
ま
た
、
債
務
奴
隷

と
農
奴
と
化
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
経
済
的
彩
態
を
っ
く
り
出
す
。
そ
れ
は
、

農
民
の
ど
ん
た
経
済
的
改
善
も
不
可
能
に
す
る
ほ
ど
の
お
び
た
だ
し
い
過

剰
人
口
を
農
村
に
維
持
す
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
農
民
階
級
が
、
工

業
的
都
市
の
彩
成
が
欠
除
し
て
い
る
ロ
シ
ァ
に
お
い
て
国
内
市
場
の
役
割

を
演
ず
る
こ
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
（
か
く
し
て
、
ロ
シ
ア
に
お
げ
る
工

業
の
発
展
を
阻
害
し
た
も
の
は
、
手
工
業
の
競
争
で
は
た
く
て
、
む
し
ろ

そ
の
競
争
が
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
）
。

　
官
僚
的
中
央
集
権
制
に
基
づ
く
絶
対
主
義
は
、
軍
国
主
義
の
た
め
に
、

そ
し
て
無
用
の
官
僚
層
の
た
め
の
国
を
育
て
あ
げ
る
た
め
に
、
農
村
の
富

を
使
い
尽
く
す
。
そ
れ
は
、
過
度
の
税
金
に
よ
る
圧
迫
で
農
民
経
済
を
破

壊
し
、
そ
れ
に
。
よ
っ
て
農
村
の
経
済
的
諸
源
泉
を
破
壊
す
る
。

　
民
主
的
た
政
府
た
ら
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
と
り
わ
げ
中
央
政
府
の
も

と
で
増
大
し
て
き
た
生
計
の
立
た
た
い
農
民
層
の
一
部
を
シ
ベ
リ
ァ
の
耕

作
可
能
地
域
に
流
出
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
課
題
を
も
つ
こ
と
も
で
き
た

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
過
剰
人
口
か
ら
解
放
さ
れ
、
税
金
の
圧
迫
が
軽

減
さ
れ
て
、
こ
こ
か
し
こ
に
、
も
ち
ろ
ん
共
同
体
的
共
産
制
の
最
後
の
残

り
か
す
が
払
拭
さ
れ
た
、
富
裕
た
農
民
階
級
が
発
展
も
し
よ
う
。
そ
し
て
、

ロ
シ
ァ
は
ア
メ
リ
ヵ
と
似
た
よ
う
た
経
済
的
発
展
を
た
し
と
げ
る
で
あ
ろ

う
ｏ　
も
し
、
杜
会
革
命
的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
に
支
援



三四 　
　
さ
れ
た
政
府
が
ロ
シ
ア
の
経
済
的
運
命
を
決
定
す
る
よ
う
に
た
れ
ば
、
い

　
　
か
な
る
点
に
お
い
て
も
情
勢
は
異
っ
た
も
の
に
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
市
場
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
地
位

（
１
）
　
こ
れ
は
一
八
九
三
年
の
場
合
。

　
都
市
と
鉄
道

（
１
）
ド
イ
ツ
帝
国
統
計
月
報
、
一
八
八
四
年
、
Ｙ
、
九
べ
ー
ジ
。

（
２
）
主
に
奉
公
人
。
官
庁
統
計
は
、
奉
公
人
を
「
就
業
老
」
に
と
く
に
挙
げ

　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
’
奉
公
人
を
就
業
者
と
し
て
計
算
に
入

　
　
れ
た
と
い
う
限
り
で
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
比

　
　
率
は
官
庁
の
そ
れ
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

　
　
て
は
、
就
業
者
数
だ
げ
で
は
な
く
て
、
就
業
能
力
も
問
題
と
た
る
。

（
３
）
現
役
軍
人
も
含
む
。

（
４
）
大
都
市
で
も
ド
イ
ツ
全
体
で
も
、
主
と
し
て
年
金
生
活
者
。

（
５
）
個
々
の
ド
イ
ツ
の
大
都
市
で
さ
え
も
、
一
八
八
二
年
に
は
ほ
と
ん
ど
同

　
　
じ
比
率
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
リ
ソ
五
〇
・
八
、
ハ
ソ
ブ
ル
ク
四

　
〇
・
八
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
四
一
・
五
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
四
〇
・
四
、
ド
レ
ス
デ

　
　
ソ
四
一
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
四
一
・
四
、
ケ
ル
ソ
四
一
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

　
　
ク
三
〇
・
八
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ソ
三
五
・
七
、
ハ
ノ
ー

　
　
フ
ア
ー
四
五
、
シ
ュ
ト
ッ
ツ
ガ
ル
ト
四
二
・
五
、
ブ
レ
ー
メ
ソ
四
四
、
ダ

　
　
ソ
チ
ッ
ヒ
三
六
・
七
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
四
〇
・
三
、
ニ
ュ
ル
ソ
ベ
ル

　
　
ク
五
一
・
九
で
あ
る
。

（
６
）
　
ベ
ル
リ
ソ
の
よ
う
た
個
六
の
都
市
で
は
、
既
製
服
業
は
き
わ
だ
っ
た
輸

　
出
産
業
で
あ
る
。

共
同
研
究
室

共
同

研
究

昭
和
四
九
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
二
十
一
日
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
戦
後
労
働
運
動
の
時
瑚
区
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
報
告
者
　
塩
田
庄
兵
衛
氏

　
報
告
要
旨

一
　
歴
史
に
お
げ
る
時
代
区
分
は
、
杜
会
構
成
体
の
変
革
を
基
準
に
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
資
本
主
義
発
達
史
（
近
代
史
、
現
代
史
）
に
お
げ
る
時
期
区
分
は
、
資

本
主
義
杜
会
を
構
成
す
る
諾
階
級
の
相
互
関
係
、
す
な
わ
ち
対
抗
と
連

帯
の
関
係
、
そ
こ
で
の
矛
盾
の
あ
り
方
の
変
化
・
発
展
に
即
し
て
お
こ

た
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ぼ
、
日
本
資
本
主
義
一
〇
〇
年
の
歴
史

に
つ
い
て
は
、
本
源
的
蓄
積
期
、
資
本
主
義
の
成
立
期
、
帝
国
主
義
へ

の
移
行
期
、
独
占
資
本
主
義
の
確
立
と
全
般
的
危
機
の
開
始
期
、
日
本

帝
国
主
義
の
崩
壌
期
、
さ
ら
に
対
米
従
属
下
の
国
家
独
占
資
本
主
義
期

な
ど
に
段
階
区
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
労
働
運
動
史
の
時
期
区
分
と
た
る
と
、
確
固
と
し
た
理
論

的
基
準
は
、
ま
だ
う
ち
立
て
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
　
戦
後
三
〇
年
の
日
本
の
労
働
運
動
の
な
か
に
は
　
　
戦
前
と
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
四
三
七
）

、




